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イギリスの新聞はどのように人気歌手

JennyLind（ジェニー・リンド）を報じたか
－[TheTimcs],［'l1holllustl･ate(1LondollNews]，

［Punch，orthoLondonCharival､i］に見る報道一（Ⅱ）

城戸１１１］子

内容構成（続き）

lll849fllの記事

１２１８５０年の記事とアメリカへの''１発llfの描写

ｌ３アメリカにおけるジェニー・リンドに関する記Ｐｌｉｏ

Ｉ４１８５８年から1887年の記事

１５まとめ

注

参考資料

111849年の記事

下記の「Punch」は他の新聞が扱っていないことを記事にしている。いずれの新

''１１もジェニー・リンドの歌JHとしての」・能，そして人格を腱め，あるいは指揮者が

オーケストラを上手く統率したかどうかについて論じてはいる。しかしオペラの解

釈において，当ｌ１ｌｉ指揮者あるいはiiilllに関しての指示があったのか不lﾘ|である。プ

ログラムに}洲(者についての記載はあるが，ｉす(lII家は問題にされていないからであ

る。その点を象徴しているのが「ノルマ」の解釈についての意見の分裂である。意

見が二分しているのであるが，そこで'''1題になっているのは「誰のiiijlll」というよ

りも「誰のiiijCたくノルマ>」が'''１題視されているのである。これはまさにこのｌ１ｆ

代がＰｒｉｍａｌ)oＩｍａのｌ１ｆ代といわれたように，三1i役の女性歌二Fを目立たせ，それに

よって観客をリ|き寄せて人気を作っていたことを象徴している。それが'’１場の人気

として繁栄したのである。この１８４９ｲ'2のＶｏＬｌ６（１）.157）に掲載されている脚本

は，珍しくリンドが歌ったモーツァルトのオペラ『魔笛』のアリアについて，リン

ドの解釈に関する論争を，〃〈廷でのiill;人尋問の形式で物語っている。法廷における

証人尋問形式を取る手法は，リンドがパンと実際に法廷闘争をしたことに対する皮

肉を込めての表現であろう。
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１１－１「Pllllch」１８４９年（１）１～６月）Vol､１６：「'１１}loNightillgalethatSings

intheWintel･」（p､１５）

４行詩である。（図1）

水は荒涼とし，#,ｌｉ１１１ｉ１１となった雪は

純き，暇の燃え立つように赤らみを変えず。
ツララ

氷ｌ１ｉのブリズノ､の色が人|場の陽の光の'１Jで映える

厳しい寒さの''１で歌を歌う鳥たちが密造される，－羽を除いて。

……（略）……

いまやこのナイチンゲール（夜鳴き鴬）は珍しく，冬に歌う
七ヶ〕

未だ犬(lIjではないが，＞しlはない

そして風に乗って何処へでも旅をする彼女の名前は

親切で，寛大な，親愛なるジェニー・リンド

といった具合に終わる。彼女の奏でる音楽を鰹めちぎっているだけではなく，慈善

ヱ|＃業に熱心で寛大な心と優しさとを礼賛しており，価れ，そして崇拝の対象にさえ

なっている。

１１－２「Puncll」l8J19ｲ|ミ（１）１～６月）ＶｏＬｌ６：「ＪｃｌｍｙＬｉｎ(１ｉｎ'l1lDublo」（１）、

157）

｢問題を起こしたジェニー・リンド」

マールポロー・ストリートMarl1)o1℃ughSt1℃et-治安)l1ll事のフォードウィク

氏は先週の金lliMの朝，法廷の席に着き，ジェニー・リンド嬢（ここではMiss）に

対して，言葉による暴ﾉﾉ行為と不法行為の罪に対して|[|廷を求める{{喚状を適応し

た。フォードヴィク氏は（|ﾘ|らかに動揺している）直ちにr{喚状を認め，ジェニー・

リンドは告訴に応えるべく211寺に法廷に姿を現した。レディーはスウェーデン大使
ピン別ソプ

と６名の三１２教と共に二lij勝iﾘiに現れた。

エクゼター・ホールの多くの椣範的人物が１１ﾄﾞ集の''1にいた。ラムリー氏とＨｅｌ・

Majesty'ｓ'l1hcat1℃の主だったメンバーの幾人かが'1Ｗ化九。

証人合に立ったのは１Ｊ;(告の作'''1家ウォルフガング・アマデウス・モーツァルト，

フォードウィク氏（モーツァルトの子孫ということになっている)，モーニング・

ポスト氏，モーニング・ヘラルド氏，モーニング・クロニクル氏，タイムズ氏の６

２



イギリスの新聞はどのように人気歌手JelmyLind（ジェニー・リンド）を報じたか

TIlENIGII'ｌ１１ＮＧＡｌｊＥ'ｌＨＡＴＳｌＸＧＳ１ＮＴＨＩハVINTEIL氏である。

証人の名前から判断して，これが如何

なるものか直に分かるはずである。ジャ

ーナリズム，つまり当時の新聞である。

これはモーツァルトのオペラ『魔笛』

のアリアの解釈をめぐっての評価が分か

れたことを表している。

現在は存在しないが，１９世紀には演

奏会場としてよく知られ，イラストも多

いExeterHallでの演奏会で，リンド

がモーツァルトのオペラ「魔笛」からの

アリアを歌ったことにあったようである。

気になったので，いてもたってもいられず，

現すのが義務と感じたのでやってきた。－

§
！

獣

Efjbl

図１「冬に歌うナイチンゲール」

〕モーツァルトは，この世の人ではないが，

ず，抗議するためにもう一度この世に姿を

－と言わせている。

フォードウィク氏：モーツァルトの琴線が彼女の心の琴線として彼女に与えられてきた。

それにもかかわらず，彼女は－（ここで証人は口ごもり，感情的に高ぶり，震えて

涙を流した)。しかし，彼の証言を求めた。

モーニング・ポスト氏：『魔笛」からピックアップした作品でクラシック・コンサート

を開いたジェニー・リンド嬢は衣装を着て舞台に現れたが，祷跨っているように思わ

れた。「聴く耳には生気がなく，オペラ的とは響かなかったので，オペラ作品そのも

のへの関心は薄れた｡」もし彼女が，現在のやり方を踏襲するのであれば，リンド嬢

は「この記念碑的芸術作品を彼女の力と評判で台無しにしてしまうであろう｡」

モーニング・ヘラルド氏：「この薫り高き美しい音楽の効果は弱められてしまった」と

断言した。「観衆は熱狂するばかりであった｣－｢冷ややかな無関心がその夜を支配

した」

モーニング・クロニクル氏：ジェニー・リンドは声においてもスタイルにおいても完壁

であったと宣言した。しかし「演奏の性質から行って，彼女の|篭力はその影響力を失

っていた｡」

タイムズ氏：「演奏は全体的に既存のやり方に信用を与えるものであった」という意見

であった。

以上が告訴に対する証言内容である。ジェニー・リンドは反論を求められた。彼女は

Ｂ－ｈ－ｐないしＮ－ｒ－ｉｃｈ（と理解されたが）と応えようとしたが，弁護人が話さず

３



に歌えとアドヴァイスした。

そこでジェニーは，ＮｏｎＰ〔wontul､ambilfiglioと発した。）|《|l事は椅子の背に深く

沈むように腰かけて－警官は互いに抱き合い－法廷全体は感極まり，解決した。

－この時とばかり，前述のＢ－ｈ－ｐがジェニーを馬車に乗せ，凱旋して法廷から去

った。

ウォルフガング・アマデウス・モーツァルトが救われないことは|ﾘ}白である。しかし

彼は主教の裁)卜|l官とExetcrHallの重要な小Tli民の観衆に厳しく訴える。彼らは111純

なジェニーに真紅の劇場と劇場111ドレスの罪を絶えず説諭することによって叩絶妙な女

優を冷たい形式主義者に変貌させた。こんな決まり文句はナイチンゲールを殺すに違い

ない！

この戯文から判断すると，モーニング・クロニクル，モーニング・ヘラルド，モー

ニング・ポスト，の|順に批判度が高くなっているが，さらにこのような文章を城せ

るのであるからパンチはリンドのモーツァルト解釈に対しては全面的に肯定してい

るとは思えない。タイムズが比較的全体的にリンドを支持している。あるいは批判

しないように心がけていると言ったほうが適切かもしれない。残念ながら，『ノル

マ』に関するリンドとグリシの支持者の対立が，ジャーナリズムに表れたのかは，

現段階では不[ﾘ|である。ただI0xoterHallが’１|【台芸術を上演するホールではない

ために，そこでオペラを上減し，そのアリアを歌ったのではなく，コンサートの全

体のプログラムの１１１の-1111として，アリアだけを取り出して歌ったために起こった

ｌ１Ｉｌ題なのではないであろうか。彼女の持ち味は油技にあったのであるから，ドラマ

チックな表現を取り去った声だけ，つまり演奏会でのアリアだけの演奏では，味気

ないと感じさせたのであろうか，それとも歌い方に欠陥があると思わせたのであろ

うか。

この年は前年と同様イギリスの地方都市での慈善演奏会に関する記事である。彼

女がますます人気を博していることを物語っており，その人気の要因のひとつに，

演奏会の収益余を寄付していることである。まずノーリッチでは２回演奏会を開き，

JG1,859の収益を上げ，Ｌ1,250以上を慈善のために寄付している。これまで２年

''１１に彼女が寄付した総額はｆ12,000以上に｣1る。ノーリッチという町は小さいが，

西海岸に近い風光|ﾘ}媚な地域で，イギリスの風景Ⅲiの作風をﾊﾞﾘり上げた土地でもあ

る。

さらにノーリッチはリンドにとっても意味のある１１１１で，減奏会の滞在中に寄宿し

た教会の関係者が彼女のイギリスでの後見人になるのである。

４



イギリスの新'''１はどのように人気歌手JelmyLiIl('（ジェニー・リンド）をｉＩｌじたか

１１－３「ThoTimos」の１８４９年度の記事

Punc１，はいろいろな解釈のあること，そして新聞によってそれぞれの特徴があ

ったことを法廷での計lli人尋'''1の形で言及しているが，「'l1hcTimes」はⅡ1対的にジ

ェニー・リンドに対して好意的であるために，作品解釈に関して異論のあることは

述べているが，他紙でllt》'111されたモーツァルトのアリアの解釈については一言も触

れていない。

１月２７１三l：「JelmyLin(IillNorwich」

この記Zliは「PuIlch」と|TTIじ内容を伝えている。

このlillTIjで今週リンド嬢が援助した２１ljlの演奏会の利１１Kは総額JCl,859.11ｓで，必

要経Yfを除いてJCI,250以｣:が慈善のために残るであろう。過去２ヶ)IIlI1に，ジェニー・

リンドIlf扮所を迦して慈響｣)｢業に寄付した総額はJ612,000以｣二になるだろう。

１月３０１三|：「JclmyLin(lConccl･tatBirmingham」

先週の金|M1に|)lLlかれたクイーンズ・ホスピタルの今週の会識で，クウィーンズ・カレ

ッジのFill学長ジェイムス・'1､､ロウ師の議長の下で，今)］２９１]に特別会議がＩ)Mかれ，前

年の１２)］２８１１にターンホールで開かれた演奏会による，リンド嬢のＷＩしみない収益の

寄付に対して，その人柄の良さを褒め称え，篤志家の寄付奉仕を記念して慈態団体の玄

関に記念碑を設置する提案をした。必要経YY兼し引後の総称llGl,070が慈辨I;業の理事

の手に収められた。この'１１１題についての各種委員会が招災され，……略……その会議の

決定に対して，この教謎ある愛すべき女性，ジェニー・リンドから次のような感謝の手

紙を教授会は受け取った

としてその手紙を櫛Iifしている。

Livoll〕CCI，Ｊａｎｕａｒｙ７，１８４９

“Sil､，‐--1｝laveglTatl)肋1s111℃illacknowledgil〕ｇｔｌ〕ｏ1℃coil〕ｔｏｆｙｏｕｌ、Iettel・of

yestel･(1ay・Ｉｔｉｓｉｎ〔ICC(I11highsatisfactionｆｏｒｍｏｔｏ｝Ueart}lattheconcel･thas

hadsllcルlllexcollontl･(psult，ａｎｄｔｈａｔｌ１ｌａｖｅｈａ(Ｉａｌ１ｏｌ)I〕ｏｒｕｍｉｔｙｏｆｌ)cinguseful

toyourwlluablocIMll､ity．

“１１〕ｏｇｔｏａｓｓｕ1℃ｔh(）lnoml)ｅｒｓｏｆｔｈｏｗｅｅｋｌｙ１〕ＣＭ(ＩｔｌＭｌｔｌａｍｈｉｇｈｌｙｓｅｎｓｉｂｌｃ

ｏｆｔ１ｌｏ｝lollolll・ｃｏｎｆ(ｗ1℃(Ｉｏｎｍｅｂｙｔ}lcirvoteoftIMlnks，ａＩ１ｄｔｌ､lllygl･atofulfol、

thcil・vol･ｙｋｉｌｌｄｗｉｓｈｃｓ「Cl、ｍｙｆｕｔｕ1℃Ｉ〕al)l〕iness、

Ｉａｍ，Sir，ｙｏｕｌ･ｓｔｒｕｌｙ，

ＪＩＢＮＮＹＬＩＮＤ．

“WilliamSlm〔1ｓＣＯＸ，})s(1.”



この後に慈善委員会のメンバーのfi前がずらりと掲赦されている。尖はこの手紙は

英語で書かれているが，コメントとして，彼女の英語が索lli'jらしいとその文章力を

褒めているのである。この書簡が初めから英語で書かれたのかどうか疑問もあるが，

もし英語で響いたのでなければ，誰かが翻訳したものであろう。彼女の私信を見る

と，かなりj、じればよい経度の英語の手紙がある。したがって，誰かが|=|を通した

英文の手紙の可能性はある。

２月１０１］：「Ｍａ(IemoisolleJonllyLind」

－バーミンガムのターンホールでメンデルスゾーンのオラトリオ『エリア』を歌い，

最大級の熱り]i的な１１`ＩＪＩを受けた。この類まれな声楽家は}11Ｍしに人気を1M太させている。

ホールは過剰の入場者が'１１'し寄せ満員となり，入場券はかなり高価であっﾉﾆにもかかわ

らず，数百人が入場できなかった。他の歌手も-|分期待にこたえておI)，指揮はベネデ

ィクトであった。ｌｌＷＩＩｔはｆ1,200を大きく下Ii11ることはない。（１２行）

５ﾉ１１９１三ｌ：「Ｍａ〔IomoiselleJonllyLind」

Dove1.のＨｏⅡyel､'ｓＬｏｌｌ〔ICI〕Hotel，に火llIMl]に到着し，水|M1にはサウス・イースタ

ン会社の然気定lUlHI)プリンス・モウド号でパリへ行くためにカレにlhlけて１１１帆した。（６

行）

その後演奏会と，その他の用件でイギリスに#ﾙｲＩＬ，５月１９１］ドーヴァーから小

型蒸気船でフランスにlrilかつた。

５月３１［｜：「JcnllyLilld」

－フランスの「デパ」紙からのり|用で，ジェニー・リンド嬢がパリに滞在中で，

火l1iM（311]）にスウェーデンへ帰国するとあるが，イギリスでかくもアイドルと

して話題になり，緋ｌｌＷｌｌＩ１題も上がったが破綻した，という。（６行）

６月２０１］：「JelmyLin(1」

－彼女のことを休大なる俳優にして歌手と表現し，彼女の異常なまでの人気に

より，彼女の肖像imi，その仙当Ｉ１Ｉｊとしては写真が未だなかったので，リンドの名を

付した小物頬が作られてい/こようである。彼女の肖像、)をロイド氏が発表したこ

とを報じている。この肖像l山iは芸術作品としても最高のﾉＭＩｉを行くものである，と

述べている。（９行）

６



イギリスのＷｉｌｌｉｌはどのように人気歌手JcnnyLin〔Ｉ（ジェニー・リンド）をf(Iじﾉﾆか

９)１５}三I：「JelmyLin(ＩａｔＥｍｓ」

－ジェニー・リンドが先１１２５１三１（日曜）かつて洲〈lLilM泉旅法を行ったことのあ

るエムスで，貧しい人のための慈韓演奏会を行った。入場券はドイツとしては迦術より

高かった。（(lilえば，平二'21111で２クーラー，ギャラリーの立川;でｌクーラーが普jln)。それでも

iiji葵会場のクアザールはiiMil1であった。聴衆は心から楽しそうに感激していた。この春

ロンドンを離れて以来一般公|)'1の場で歌う最初のiiii奏会だと思う。かって(ilMj1Iの優れな

かったlⅡijUIがあったようであるが，かなり回復しており，雁行の忠告にもかかわらずiiij

奏会をエムスで行ったとIJIわれていた。彼女は非常に魅ﾉﾊﾟ1(]に歌い，完醗なまでの傭熱

を苑'11(していた。しかし他Ijl〔が優れないのか，彼女の声には，以前のような新鮮さと豊

かさとが感じられなかった。ボルドー公爵夫妻がかなり大勢の人たちと訪れ，リンドは

演奏会の終わりに，公卿の要望に応えて挨拶した。（２０行）

この記Zliなどは他圃でのiiiii奏会の様子を報じたものである。

そして「TheTimos」は外１世を通して，イギリスでアイドルといわれている，

とフランスの報道を紹介している。さらに彼女の思い111になるようなブロマイドに

相当する肖像画や小物灯iが|'|§られて売られた様子が伺える。アイドル・グッズの始

まりである。

１１－４「Thelllustrato〔ＩＬｏｌ１ｄｏｎＮｅｗｓ」の1849ｲ|茂の記事

1849年ｌ）１６１］：「M11c、Lill(1」(1).１０）

このチャーミングな７１i楽家はリヴァプールで５１二1に，あるlijl焼を援助するための演奏

会で歌った。２９１=IにはExCtcrHallでのバルフェ氏の慈善斌奏会で歌うことに|両I意し

た。ラプラシュ氏とタールベルク氏とも競演する。２月の初週にはヴォーチェスターの

カレッジ・ホールでｌＩＩｌかれるiiii奏会に無料でｌＭｉｉすることになっている。当地の診療所

を援助するためのｉｉｉ奏会である。リンド嬢は昨年の９１１のフェスティヴァルに11l減でき

なかったことを大変liL念に思い，この機会に泰(|:することを11'し||}た。当I11flG50を送

っている。リンド嬢は，今シーズンは去年より早いうちにHCI､Majcsty'sTlleatl．eに

llIiiiiする予定で，ラムリー氏がマンチェスター#$在''１に契約を交わすはずである。（11

行）

1849ｲ|:ｌ)１１３１三|：「Music｣－SacredHa1.mol〕icSocioty（p､２６）

｢ＭⅡ０.Lind」

リンド嬢は士WMの朝，リヴァプールのSouthernal1(’’1､oxtcthHosl)italの雅金援助

のために，アンフィテアートルで演奏会を開いた。大変な醗況でＪＣＬ２００の収11Kを上げ
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た。リンド嬢は無料で７１回|も歌い，３回もアンコールを受け，最後は国歌で締めくくっ

た。４０迎隊の楽団が序llllをiiii奏し，ド・ラツォノ夫人，ベレッティ氏，Ｆ・ラパッチェ

氏も歌った。コープランド氏が気前よく劇場を貸17.し，llli格はｌギニー半と５シリング

であった。夕方には病院の院長と委員が参/Ⅱ1し，リンド娘の親切に対して感謝の挨拶を

した。隣町のニューキャッスルでリンド嬢は２９１三1のパルフェ氏のExetel･Hallでのiiiij

奏会に先立ち歌う予定である。２)]のリンド娘の予定はヴォーチェスターとノーリッチ

両Tliの慈善演奏会で歌う。（１３行）

1849ｲlそ２)１３日：「Music｣－Ｍ1．Barfo'sConcol､し（１）.７４）

－JclmyLind-Ilxotel・｝Iallでのバルフェ氏の慈蕃iii奏会にジェニー・リンド

がヴォランティアとして無料で11価し，去年のオペラシーズン終了以来地方巡業の''１１，

彼のｲﾌﾞ能で熱意に満ちた本(けIIi動に感謝してのllItijである。ホールは満【1であった。多

くの好名人が出席していた。特にウェリントン公閃が入り'二1で拍手の挨拶を受けた。リ

ンド嬢は「観衆のｌｌｌで観察され｣，最初に歌ったのは「フィガロの緒lil別からのアリア

であった。演奏は素'11'|らしかったが，彼女としては成功したiii〔奏ではなかった。彼女の

次のアリアは有名な『ノルマ』のアリア「CastaDiva」でこれは強烈な印象を与えた。

マイアベーヤのオペラ『フィールカ」からの識と２台のフルートのための３砿奏で第一

部が終わった。（この31,愛をオペラ『フィールカ』としているのは「シレジアの野欝』の誤り

である「フィールカ」はオペラ盗場人物の名前であることは前述した通りである）第二部でジェ

ニー・リンドはラプラシュと卜)｢名なブフォンの二)IiUl1「Ｃｏｍｌ)azienza」を歌った。こ

れは生徒が歌を習う|i'け７１:を歌っており，あらゆるテクニックを示しているので楽しいが，

このように容易くしかも優雅に歌われたのを今まで聴いたことがない。素１１/iらしい

naivet6と茶目っ気で表現した。パルフェ氏が彼女のために''１Ｈｌｌｌ)したイギリスのバラー

ド「寂しい薔薇」を歌って締めliliった。言葉のjll1びも表現もエレガントで|:'１象に残り索

Ⅱ＃らしかった。余談だが，彼女のiiii葵は熱il:的に受けIこめられ，今夕の興砺をクレッセ

ンドに持っていった。オーケストラもよく，バルフェ氏の二llllの序1111も声楽を伴う'''１６

－k手〈波奏した。

他の演奏者もすでに名前を挙げた歌手以外に，さらに５名の名前が挙げられている。

１８４９年２)１１７日：「Ｍｎ(IomoiscllcJennyLin(ｌａｔＷｏｌ･chester」(1).109）

イラスト入りで１頁のｌ/３のスペースを取る。

２日の金曜の夜，ヴォーチェスターのカレッジ・ホールで行われた診療所援助のため

に)11(料油奏会を開い/こ・リンド娘は前日にロンドンより来訪し，病院の部長夫妻から歓

待を受けパーティーを|)}ｌき，選ばれた市民が}/{侍された。

ヴォーチェスターのTlj氏は彼女の寛大な行為を忘れないために，一紺の磁器セット
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イギリスの新lll1はどのように人気歌手JelmyLind（ジェニー・リンド）を報じたか

をリンドにIMWっ大。ヴォーチェスターは磁器で知られているのか，その磁器セット

のイラストが描かれている。演奏会の収益金iIE800が寄付された。

1849年３月３１=|：「ＭⅡ０.JolmyLind」（p､139）

月畷の午前シュルーベリーでの演奏会と火曜の午前チェスターでリンド嬢は演奏会を

開いた。どちらのiii奏会でもチケットの収入は受け取らず，２つの満奏会の受け取りは

ＪＣＬ２００ギニーであった。彼女に対する歓迎は少しも弱まってはいなかった。リンド嬢

以外にも多くのiiij奏家が参力Ⅱしたが，おおむね地方都市マンチェスターで活躍している

人たちで，ベネディクトが指揮した。木曜（３）１１［|）はダービー，火IMI！（６日）はノ

ッティンガム，８日はシェフィールド，１２日はケンブリッジで歌う。ダービー，ウェイ

クフィールド，ノッティンガムではＦ・ラパッチェが参！Ⅱ|する。ケンブリッジではベレ

ッティ氏が参りⅡし，全てのiiii奏会はベネディクト氏が指揮する。

ロンドンのアマチュアは地方都市だけで演奏会をするのではなく，ケンブリッジの後

３月と４月にExcterHallでも６回iiii奏会を開くので喜んでいる。lBxetcl､Hallでリン

ド嬢はヘンデルのオラトリオ「メサイア」とハイドンのオラトリオ『天地hll造』を初め

て歌い，その他にもドイツの作'''1家のオペラ作品から，歌う予疋である。共演者はウィ

リアム姉妹など。スタウディグル氏にも競演の要請を出しており，ヴィーンからの返事

を首を長くして待っている状況である。ベネディクト氏はリンド嬢の６１回|の満奏会の指

揮を執ることになっている。（21行）

この後にラブラシュ氏とタールベルクのツアーの予定が書かれている。（タールベル

クは当時リストと並び最も人気のあったピアニストでる｡）

1849年４)171］：「Music｣－｢MIIc､Lind'sConcel､ｔａｔＥｘｅｔｅｒＨａⅡ」（p､230）

ExeterHallのリンド嬢の演奏会が火曜の晩に開催され，華やかに満員の盛況であっ

た。女王陛下とアルバート公もご臨席になり，国歌が演奏され，岐初の|{}だしをリンド

嬢が歌い忠誠を擦った。そのほか多くの高貴な人々が参｣川され，（著名な楽器奏者の名前

が並んでいる）合lllMu1も，専'''１の団体から，またロンドンのＳ〔,cre(ＩＨａｌ､monicSociety

（宗教音楽協会）が参加し，全体として優れた強い効果をもたらした。ヘンデルの
］。＊－コシヨン０アンセノ・

戴冠式ｆｆ歌，そして『サムソン』からブラブーラをリンド嬢が歌い，ハーパーＪ１､．

がトランペットを添えた。ハイドンの「天地創造」とメンデルスゾーンの「エリア』で

リンド嬢は聴衆を魅了した。彼女は『天地創造』でソプラノのパートを全て歌い，最後

まで力強く歌いきった。

ここでも彼女の音域の広さとその確実な発声を賞賛し，「エリア』では作１lb家の意

図を忠実にiWi現して見せた点を感嘆している。第二部では「Onmightypens」を

９
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歌い，その言葉のシラブルを如何に上手く発音と楽音にあわせて歌ったかを伝えて

いる。リンド嬢の歌のすごさは，言葉の発音が明確で何を歌っているかがはっきり

伝わる点にあるようである。リンドが尋常でない表現能力で，この夜の演奏会を成

功に導いたことを繰り返している。

リンドはこのオラトリオを1846年エクス・ラ・シャペルのフェスティヴァルで故メン

デルスゾーンの指揮で歌った。彼女の英語の発音もイギリスの歌手の手本になるほど優

れていた。

この演奏会は，この後多少値段を抑えて催されたが，その収益はｆ７００に達し，王立

音楽家協会，合唱財団，女性音楽家協会，政府機関に寄贈された。これもリンドが気前

よく寄付してくれたおかげであり，リンドにとっても，音楽愛好家も快く彼女の慈善行

為に共鳴してくれたことを知り大変うれしい。（50行一およそ１頁の1/6）

1849年のリンド関係のイギリスにおける記事は，前半期に限られているが，オ

ペラではなく，演奏会での活躍と，演奏会の場合はその収益を慈善事業に寄付して

いることに尽きるようである。さらに，２月３日のイラスト新聞の記事でも分かる

ように，モーツァルトのアリアでは穏やかな表現で，「成功しなかった」といって

いる点である。やはりモーツァルトのオペラのアリアの表現では，異論があったよ

うで，それを批判するメディアと，リンドの行為で彼女を激賛している関係上，穏

便な表現で逃げているか，無視して述べないかのどちらかのようである。良い点は

詳しく分析しているのだが，問題のあった点は逆に「成功しなかった」というだけ

でｗ何処がどのように問題だったのか不明である。此処で取り上げた３紙は，穏便

に処理しているようである。

121850年の記事とアメリカへの出発時の描写

いよいよアメリカへの演奏旅行の年である。「研究ノート」でも記したように，

アメリカ行きは彼女にとってのターニングポイントになっており，重要なのである

が，その準備と，出発前の「さよなら演奏会｣，および，アメリカ，特にニューヨ

ークに着いてからの－挙手一投足を演奏会の模様とともに特派員が逐一報道してい

るのである。

１２－１「TheTimes」の記事よるＰ.Ｔ､バーナムの書簡

３月６日：「ＴｈｅＶｉｓｉｔｏｒＪｅｍｌｙＬｉｎｄｔｏＡｍｏｒｉｃａ｣－
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イギリスのWilliはどのように人気歌手jenllyLind（ジェニー・リンド）を報じﾉﾆか

NewYorkHeraldからの転戦で，興行師Ｐ､'１１.バーナムの書簡を;liXせている。

この書簡の内群で，どのように，そして何故ジェニー・リンドがアメリカ合衆国へ

行く事になったのかが分かるので，全文をここに紹介する。

－ジェニー・リンド嬢のアメリカ訪問に関して，今｢1この著名な声楽家とわがエイ

ジェントが契約を交わしたことを了〔言したい。リンド嬢および彼女が選んだ同伴する宵

楽家集団，すなわち粁名な作1111家にしてピアニストのジュリアス・ベネディクト氏，著

名なイタリアのバリトン歌手ジョヴァンニ・ベレッティ氏と契約したことは事実である。

私の代理人は予定した報酬を｣:回る額を支払うことになった。私が彼らに支払う総額は

かなりの額になるが，リンド嬢のみならず，ベネディクト氏おのびベレッティ氏も共に，

かつて彼らが得ていた額，および当時のロンドンにおける著名なタレントに支払われて

いた額よりも，はるかに高額の報Mlを受けることになる。おそらく私はこの計画で利益

をうる事はないであろうが，たとえわずかな,ＩＷＭｆさえ期待できないとしても，私はこの

契約を交わしたであろう。彼女以外のいかなる人物によっても近づくことのできないよ

うな力強い声の持ち三1;で，しかも慈善に満ち，｛''1粋で，善良な性格の持ち主である女性

が，アメリカ合衆''１を訪れたならば，どんなにか良い影響を及ぼすに述いないと思う。

ジェニー・リンドは一晩Je400あるいは＄2,000以下ではllliiijしないことは明確である。

マンチェスター，エジンパラ，グラスゴー，ダブリン，その他のイギリスの地方部Tljに

おけるリサイタルでも，一晩ilC600も取っていたことはしばしばであった。わが代1111人

はイギリスで，彼.女に１２夜JG6,000あるいは＄30,000を提案したが断られた。ロシア

の宮廷での大iii葵会のための巨ｌＷｌの提供もＩｌｊｉった゜その額は通常のほとんど二倍にも達

する額であった。１８５１年ロンドンのハイドパークで開かれることになっている万国博

覧会での演奏会で歌う要請があった。一回のコンサートにＬ1,200ないし＄6,000を文

払うという提案がなされた。またヴィクトリア女三[陛~ﾄﾞからも同じ１１#１０１にウェストミン

スター大聖堂でlMl〈大宗教音楽祭への出演を婆盟された。その入場料はＳ２５から＄１００

を予定していた。しかしこれも，わが代理人の提案したアメリカ訪'１１への要望が強く，

そのために，ヴィクトリア女]ﾐの要望も断っている。リンド嬢は私の代11'1人が提案した

ものより遇かに条ｌＩｌ:の良い多くの提案があったにもかかわらず，アメリカ行きを強く願

った。彼女はアメリカ合衆国，そしてその社会ＩＩｊＩｌ度について有頂天に諮り，賛美してお

り，イギリスでの多くの仕事をlWiり続けたのは，彼女に提示された金額が最大の誘ijlで

はなく，アメリカ行きへの願望が妹のほか強かったからである。私との契約（この契約

にはアメリカ合衆ln1およびハヴァナも含まれている）では，彼女が望めばいつでも慈善iiji奏

会を行うことができるという樅利を，彼女が強く三k帳している。彼女はイギリスにおけ

るデビュー以来，私が彼女に提示した金額全体より多くの資金を，彼女の個人のｌＷｉｉか

ら貧しい人に与えてきた。人災`lijlElにおけて，彼女が厚意で歌った慈藩'三1的の油奏会の

収益は予想のｌＯＩｌｌＦ以上の額に達した。過去８ヶ月'''１に彼女は本当に蒋意による慈態|］
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的のために歌っており，彼女の生まれ故郷であるストックホルムに慈善の共済組織を総

額＄350,000で(ill没している。最高の芸術的能ﾉﾉを，苦悩と|朴窮の改善のために天から

与えられた才能とみなし，その思想と行動とはすべて博愛に）11;づいている，そうした女

性がアメリカを訪|Ｍ１することは，アメリカにとっても幸いであると確信している。彼女

が訪れた国は，(iＩ処でもlij１じょうにⅡi郷っている。私はアメリカのｿ)女が私と一緒に心

より「神のご加誕を」と祝編してくれると確偏している。庶民の従lllIiなる僕，Ｐ.Ｔ､パ

ーナム。－NewYorkHerald．

この書簡は，リンドの人と成りを如火に語っており，金が欲しいことは彼女の受け

たスウェーデンの音楽教育の遅れを足iliするために音楽教育組織を故郷に設立する

ことが大前提にある。そのためには資金を効琳〈よく稼がねばならない。しかし[１分

の能力のllMlも良く知っていたようである。それがアメリカ行きを強く求めた理{１１

であろう。1851年ハイドパークで|》]かれたｌＷＶ初の万'1(|博覧会でのプロムナード・

コンサートにＩＭＵを依lWiされていたことも，この記事から分かった。パクストンが

設計したクリスタルパレス（水晶宮）として知られた会場である。近代建築を象徴

したエッフェル増とともに，記録されている建物である。

書簡からも分かるように，リンドのllii奏会の値段およびlIIiiii料が高かったのも，

l-l的があってのことで，私的所有のための１１ｲ藷が目当てであったわけではないこと

も明確である。

１２－２８)）１４日の記事

次の記薯|;も(Ｍ:の記事からの転;ｌｉＩｉであるが，これはジェニー・リンドの個人的な

家族のことが書かれていて，リンドの兄の－人が，イギリスで結蛎した。彼はスト

ックホルムの水夫で，妹が有名人になり経済的にも恵まれているが，妹からお恵み

を頂戴する気持ちは毛頭ない。彼女は１６歳のときから１，１，j親の面倒を見ていると，

股大の愛を込めて語ったとある。これは［Bl､i(lgewaterTimes］による。

しかし後に「'l1heTimos」はこのＩｉ１ｉ報は嘘であったと書いている。

８月１４１三|：「Ｍａ(lemoisolleLin(1.-Live１．１)CCI，’1,ucs(Iay」

－リンド嬢がアメリカヘ11}発する前にリヴァプールにおいて２１回１１iii奏会を開く

ことになっていることを報fl化ている。「The'l1imes」の読者はいずれそのことに

気づくであろう。

金IMMの晩にはフィルハーモニー・ホールで，２１１１１'三|は)}lli1に行われ，水}1Mには新しい
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イギリスの新聞はどのように人気歌手JclmyLind（ジェニー・リンド）を報じたか

アメリカの蒸気船｢アトランティック｣号に乗って大西洋横断の旅に出る。大西洋横断の

旅に出る人気歌手を迫って大勢の旅行客が乗船した。

彼女は木曜ロンドンから急行列車で当地に来てリハーサルに参加する予定である。バ

ーデンで共演したベネディクト氏は，フィルハーモニー協会の委員に，先週の火曜にバ

ーデン市で行われた演奏会での彼女のできは最高であったと述べている。聴衆の熱狂は

限りなく，収入も２６００であった。リヴァプールの演奏会の入場券は売り切れ，プレミ

アムで売られている。観衆はプレミアムで50％の利離を上げているといわれ，演奏会

の観衆はおのおの2,600名が見込まれ，著名人が遠方から来訪すると言われている。

(22行）

１２－３８月１９日：「JennyLindinLiverpool」の記事

これは「TheTimes」の記者が１７日に取材し記したものである。実に詳細にリ

ンドがイギリスにおいて有名になった経緯や大陸における演奏活動，またアメリカ

へ行く事になった経緯や契約などに言及しながら，ジェニー・リンドに対するジャ

ーナリズムの態度や一般大衆の反応なども分析し，演奏会の状況と風景を描写して

いる。それは８頁の１行（コラム）と３分の１（91行）に及んでいる。（ちなみに１

頁は６コラムに分かれている｡）リンドが初めてイギリスを訪れたときもセンセーシ

ョンを巻き起こしたが，今回はさらにそれを上回る勢いであった。イギリス人でも

ないのに，アメリカ行きの船がイギリスから出帆するというだけで，大騒ぎしてい

るのは，他に例を見ない。以下は多少要約しながらリンドに関する部分を重視して

紹介する。

アメリカ出発前に開かれた２回の演奏会で彼女が歌う契約は，リヴァプールの音楽年

史始まって以来の快挙である。HerMajesty，sTheatreでの最後の演奏会の後，ステ

ージには立たないと思われていた。ジェニー・リンドは病院での慈善演奏会で歌った後，

故郷ストックホルムで引退し，公式のiiij奏会は行わないといわれていた。この決断に変

更はないと考えられていたが，ベルリン，ハンブルク，ドレスデン，ハノーヴァー，リ

ューベック，その他の大陸の諸都市で慈善演奏会に出演した。ブレーメンでは貧しい音

楽家ライネッケ氏のために歌い（当時の慈善演奏会と称するものには，新人の演奏家を売り出

すための宣伝の一環として著名な減奏家が競演し，支えることのほうが多かった)，パーデン・

バーデンでは，ホルン奏者ヴィヴィエ氏の演奏会に共演し，かえって彼女のほうが魅力

を発揮した。このバーデン・パーデンからイギリスへやってきた。彼女は評論家たちか

らイギリスではもはや歌わないといわれていたので，一般の音楽ファンもそのように思

い込んでいた。

パーナム氏はアメリカでは１回の演奏会につきJG200で，全部で１５００回の演奏会を
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開く契約をしていた。その後で，彼女はリヴァプール・フィルハーモニー協会で２回，

つまり今月の１６日金曜[1と１９「1）lWMl]のiiji奏会を総額』61,OOOstgで開くことに同意

した。そして２１日水曜日に蒸気機|)M船アトランティック号で出帆することになった。

「リンドのまれに見る才能，比緬ない声の美しさｗ極めて魅惑的な気品あるスタ

イルなどを否定するのは,Ｍｊ鹿げている」といいながら，そうした噂は異口同音に

言われていたようである。しかし彼女の('６１性と慈善的行為とその気前のよさは，イ

ギリスでは衆目の認めるところであった。

やはり，彼女がイギリスに来る前に，契約述反に関して裁判沙汰があったことが，

芸術的行為とは関係なく彼女の名前と結びついて懐疑的な人がいたことは確かであ

った。

しかしジェニー・リンドは舞台およびコンサート・ホールではまったく問題なかった。

そこで，彼女が訪英するかどうかで熱り|i的に議論されたが，それに対する強硬な反対派

も，また穏健派も，どちらの当事者からも，彼女がHerMajesty，sThcatreと契約し

たことは歓迎された。ちょうどこれは，フランス・オペラに関して，グルックとピッチ

ーニの支持者による論争で熱狂的に繰り広げられた議論に匹敵する:)。確かにバン氏と

の契約不履行は蜜篭を買い，またそれがlj;〔囚で名前も売れたが，それに対して彼女は誠

意を持って対処し，パン氏に述約金をI÷|ら支払うことをIlL出たことで，帳消しになっ

ているようである。

やはり，推iH'１どおり，当時の新'１１１も，少なくとも裁判沙汰を新聞が書きたてたこ

とで，「彼女は４年間その名前が維持される貴敢なIlli値を一般大衆の中に植えつけ

たのである｡」「TheTimos」は，この大衆の''1に植え付けられた彼女のイルージ

ョンを，彼女にとってはⅡi値ある金鉱と称している。彼女がアメリカ公演で興行師

のパーナムと交わした契約は，今後どこの国においても可能なことだとしている。

これがまさにアートマネージャーという職業の始まりといってよい出来事だったの

である。

さてこれからリヴァプールでの彼女の存在が，騒々しい様相をもたらしたとある。

それは初めて訪英した時のセンセーションをしても，大衆を扇動する熱狂には比べ

物にならない。演奏会の入場券のために】]i信的な{'１１i格が支払われたといわれる。そ

して全てを投機の対象にしたフィルハーモニー協会の委員会を批判する声が高まっ

たとしている。

入場券の普通の値段は７s,５s､３s､からｌギニー，１５s､１０s、６．．に値上がりした。
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しかし委員会に，１５s､のチケットに好きなだけギニーをつぎ込んで買う権利を与えた。

ジェニー・リンドを聴くために適切な値段のチケットを買って喜んでいる非常に大勢の

Tlj民が出し抜けに排除された。フィルハーモニー協会は地方紙と共に，昨(|：すこぶる不

人気で，ここ１２ヶ月に改善が行われた様子もなかった。それどころか委員会に対する

不満は以前より高まっている。素晴らしい音楽ホールは，こうした夢のような期待に応

えて建設されたが，すでに対立していた富裕階級とｌｌｌ産階級の間の競争の不幸な原因に

なってきた。新聞各社は｢ｌ１ｌＷ:階級に味方し，彼ら'二1身も|］ら|]尊心を傷つけていたが，

|=1らの酷評にさらに厳しさを１１Ⅱえている。全体としてみれば，一般市民のＩｌＩｌにI|ﾖ当性が

あるといわざるを得ない。新しい音楽ホールが完成して以来，フィルハーモニー協会は

高圧的に，したがって排斥的に迎営しており，大多数の'181人に許しがたい迫害を与えて

いる。こうした個人の心からの協力を必要としているのであり，共通の目的のために利

益をもたらしたに違いないのである。そのような争いをしている間に，芸術は悩み，建

築美および音響効果の良さで，ヨーロッパのどこにも引けを取らない殿堂の建設は，リ

ヴァプールの音楽運動を前進させるというより，今までのところは傷つけてしまったと

いわざるを得ない。

１２－４演奏会の風景描写と批評

この後の記述は演奏会の風景１，Vi写と批評である。

まず前日の演奏会の捕写で，

会場に使われたフィルハーモニー・ホールが改造されたようであるが，見たところ大

して違わないようだ。しかしホールの概観は他のホールより良く整い，特に1!(11ﾘ)が均一

で，光の具合が心地よい。オーケストラは地域の楽|ﾘ|と合唱Ｍが使われ，素人が混ざっ

ていた。しかし，nＷ・トーマス氏がロンドンから馳せ参じてリーダーになり，全体は

ベネディクト氏の指揮で統率されていた。演奏会は「魔箭』の序''１１で始まり，愛国賛歌

『我らのヴィクトリア女王万歳』はモーツァルトの『皇帝ティトスの慈悲」から旋律を

採ったものである。当llfとしてはリヴァプールの合１１{1Ｎ1はイギリスの最高の合Ⅱ{|団を代

表していたのだが，それがこのような特別公減にはそぐわなかった。（このiii奏会も当時

の個例に従い独唱会ではなく，ヴァラエティーに富んだものであった｡）ウィリアム嬢とベレッ

ティ氏が『セミラミーデ」から２重唱を歌った。しかし３，０００人の観衆は総立ちにな

りリンドを声援と喝采で迎えた。リンドは昨シーズンより元気そうであった。熱意に満

ちた歓迎振りに動かされ，「Ｑｌｌｉｌａｖｏｃｅ」（『正教徒｣）の有名なカヴァティーナの|[}だ

しの楽節を歌ったときは震えのようなものを感じさせたが，すぐに全力を投入して彼女

独|=|のスタイルでアダージオを歌った。彼女の声は力を備え充実しており，音調の美し

さを高め，高音に言葉では言い尽くせない魅力を持たせ，鳴り響く質量をＭiえていた。

アダージオの終わりで，新しいひとつの優雅なカデンツァを，完壁なまでの索llIljさで減
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奏し，爆発的な喝采を受けた。カパレッタ「ヴィエンディレット」は素晴らしい技巧的

な声の芸当を見せる作品である。二番目のクプレは巧妙で独特の装飾を変化させて多様

性を見せ，さらに驚くべき「カデンツァ」で賞賛と喝采の渦の中で最後を飾った。この

騒ぎはリンドが再び舞台に現れるまで収まらず，騒々しく手に負えない聴衆の興奮を鎮

めることができるのは，リンドの優雅で魅惑的な挨拶以外になかった。演奏会の後リン

ドは６回舞台に現れた。一部でベレッティ氏と『イタリアのトルコ人」の「Per

piacere」の二重唱を歌い，さらに「魔ﾘiiの射手」の「Ｕｎｄｏｂｄｉｅｗｏｌｋｅ」の「カヴァ

アティーナ」をＡ卜で歌った。二重唱でリンドはベレッティ氏の熟練した能力で支え

られ，「カパレッタ」の華やかな「フィオリトゥーレ（装飾)」を豊に駆使し，オリジナ

ルではあるが難しいもうひとつの「カヴァティーナ」で終えた。「魔弾の射手」の「カ

ヴァティーナ」はまさに完壁であったが，ホルン，バスーン，チェロは時々調子を外し，

かなりリンドの歌の素晴らしい美しさを邪魔していた。

第二部で，

ベネディクト氏が彼女のために特別に作曲したイギリスのバラード「このリュートを

お取りなさい」を最初に歌った。バラードそれ自体は気取らず控えめであるが，紛れも

なく宝石のように輝く一品である。英語を美しく明確に発音しており，長らくこの国か

ら遠ざかっていたにもかかわらず，英語を軽視していなかったことを証明していた。ア

ンコールを拒まなかったが，同じllllを歌った。聴衆はモーツァルトのオペラ『魔笛」の

夜の女王のアリアを所望し，幾度かカーテンコールで謝意を示し，引き下がろうとした

が，聴衆の要望の強さに押されて，このアリアの最も厳しい楽節を繰り返した。さらに

度重なるアンコールに自らピアノに向かいスウェーデンの音楽を演奏し，さらに「羊飼

いの歌』を歌った。これは111から羊の群れを呼び戻す声を＃７の非常に変わった音程を

真似たものであった。リンドはその呼び声の真似を完璽なまでの正確な抑揚で魅惑的な

雰囲気をかもし出し，聴衆は色彩豊かな民俗歌謡に晄惚状態で聞き入っていた。この美

しい歌い手は，イギリスの小説家シェリーの『ひばり」のように芳醇な彼女の旋律を歌

い上げた。歌はエコーで終わるが，これはリンドの最も驚異的な特殊な効果のひとつで，

ほとんど息を吸わずに弱音を発する。最後の音は｢'1に溶け込むと，聴衆は今や美声の歌

姫の呪文から解き放たれ，満足のうねりに炸裂し，再び大伽藍の壁を反響させた。その

響きはリンドが再び舞台に戻ってくるまでやまなかった。すでに９回歌っていたが，さ

らにピアノに向かいスウェーデンの愛の歌を歌った。それはもの哀しいものであった。

（略）

……その後まだヴィヴィエ氏のホルンの演奏が続いた。彼もセンセーションを巻き起

こし，二度演奏した。

彼の演奏についてもかなりの紙幅を割いて褒めている。彼にもアンコールが起こっ

ている。彼はバーデン・バーデンで演奏会を開き，リンドと競演した人物である。
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それ以外にベレッティ，Ｔ・ウィリアム両氏とウィリアム嬢，またベネディクトの

作曲した作品の演奏，リンドがアメリカへ同伴するアンドリュース嬢の歌などが続

き，合唱曲，オーケストラ作品など，盛りたくさんの淀奏が行われたことを紹介し

ている。メンデルスゾーンの『真夏の夜の夢』から「結婚行進曲」が演奏された。

面白いのは一部と二部の間の休憩時間に，アメリカ人が新しい楽器を紹介宣伝し

ようとしたが，騒々しくて無駄に終わったことを報じている。

ヘンデルの「メサイア』が演奏されるので，その練習がフィルハーモニー・ホー

ルで行われている。この地域はリンドをひと目見ようと群集が押し寄せている。リ

ンドはそれまで，ハイドンの『天地創造」とメンデルスゾーンの「エリア』は歌っ

ているが，ヘンデルの『メサイア』はまだ歌っていない。すでに入場券は売り切れ

ているが，プレミアつきで再販売されている。

演奏会の聴衆に著名人がおり，その名前が挙げられている。「ウォード卿，ベン

ティンク女史，プフレンチ男爵夫人，ジョーン・ベイリーリ''1，ジョージ・ギポン卿，

裁判官コンウェイ師，（インドの首領が正装して参列していた)。その他の貴人およ
き’エントルマン

び近郊の郷紳階級が参列していた。客船アトランティック号の全客室は確保さ

れていると聞く。特にジェニー・リンドが船員のための慈善演奏会をIil仮で行う意

思の有ることを公表したとの噂がある。

以上が８月１９日のコラムの要約である。リンド以外の演奏者のことは省略した。

リヴァプールでの演奏会のアンコールで，聴衆がリンドにモーツァルトのオペラ

『魔笛」の夜の女王のアリアを所望しており，それにリンドが応えて歌っているよ

うであるが，この歌こそ，リンドが批判の対象になっている演目なのである。それ

が此処ではそのことには何も言及されていないのであるが，批判的なのは専門家の

間であって，聴衆は技巧的なものを聞かせてくれれば，その解釈がどうであろうと

問題ではない，ということではないであろうか。

１２－５８月２０日：「JennyLindatLiverpool」（fromoul・ownreporter）

Liverpool，Ａｕ9.19-当社の記者による記事。リヴァプール１９日

（ジェニー・リンドには常にマドモワゼールの敬称がつけられている）

王侯貴族，高名な政治家，あるいは外国の有力者よりも，現在のジェニー・リンドの

ほうが好奇心を持って，一般市民から注目される人物である。熱狂的な群集が一日中，

彼女の宿泊しているアデルフィ・ホテルのドア付近にたむろし，彼女の乗せた馬車が出
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て行くのを待ち構えている。l}'１:'1彼女は，同伴する－行とニューヨーク行きの新しい蒸

気汽船アトランティック号で111帆する。岸壁には大'１ﾄﾞ衆が彼女の到着を待っており，さ

らに大勢が小型船に乗ろうと'二l論んでいる。小型船からアトランティック号に乗り移る

らしい。ウェスト船長がリンドをアトランティックザに隙しそうに案内した。彼女は特

等船室の個室に満足しているようであった。

『メサイア」のリハーサルは二'２１M1の晩に行われることは一般に知られていた。そのた

めに彼女の宿泊しているホテルからフィルハーモニー・ホールまでの道程は'１蝶で埋ま

っていた。すさまじい人たちで，建物のドアまで近づくことも難しいほどであった。リ

ハーサルは権威筋の一団によって占められていた。オラトリオ全体は上手くいき，指揮

者のベネディクトは最大限に効果を上げることに全ﾉﾉ投球した。リンドはいつものよう

に，指ｉＩｉ者の指示に鹸善の注意を払い，最初に到満し，妓後に帰った。この彼女の行動

は模範である。全ての芸術家がリハーサルに熱心であれば，評論家も不完全でぞんざい

な演奏に不満をぶちまけることも少ないであろう。テノール役のベンソンはリハーサル

に現れなかった。これはリンドに対しても失礼である。リハーサルは皮の７時に始まり，

夜''１の１２時半まで続いた。リハーサルに同席していた人たちにリンドは非常に好意的

な印象を与えていた。iiij秦のできは予想された。彼女の『エリア」のソプラノのパート

の解釈も優れていた。ベレッティもまた期待された。彼も英語を驚くほどたくみにマス

ターしている。

リハーサルの最中に指揮者のベネディクトが予川'せぬ賛辞を発した。またフィルハー

モニー協会運営委員会の一人が，ジュール・ベネディクトに対して，感謝状を渡し，ｉＩｊ

びイギリスで指揮することを'01侍している。（感謝状そのものは17行で，３名の鞠名入りで

ある）

この声}ﾘ1文（感謝状）はモロッコ皮の楠に収められていた。ジェニー・リンドに対し

て３回歓声が上がった。これがリハーサル風景である。リハーサルが終了して減奏者た

ちが帰るのもかなり難しく，誰もがリンドの虜になり11M采した。

ジェニー・リンドは信心深く教会のミサに|{|席するために外'1)したが，［｜指す教会に

女性たちが群がっていたので，リンドはスウェーデン傾事と一緒に別の教会へ裏口から

||}かけて，群衆は肩透かしを食った。教会では聖歌隊が賛美歌を初めとする宗教合咄曲

を減奏していたが，その水iViは/こいしたことはなかった。

彼女の''１発前に，フィルハーモニー協会の挨拶がなされた。彼女の慈善泰(|:により病

院に新しい病棟を付け加えたことに対する感謝の１１]として，華麗なお茶用湯沸ケトルが

送られた。アトランティック号は水曜の朝10時にＩＩｌ帆することになっていたので，９

時に小型船に乗ることになっていた。巷ではさまざまなll1iiが流されていた。アメリカに

到肴してからのことまで，先取りしてさまざまに段取りが作られ，入場券もオークショ

ンで売られることになっている。リンドは１ヶﾉﾐIllI1ニューヨークに滞在し，その後他の
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州に演奏旅行に出かけることになっている。

リンドのためにロンドンから取り寄せたと思われる美しい花束が用意されていた。そ

れもドイツ産の葡萄の房がついたものまであった。教会までがリンドの存在を記念して

一日中鐘を鳴り響かせていた。中には彼女と握手しようとした青年が，リンドが演奏会

場から馬車を出発させた時に目的を達した。しかし馬車が急に動き出したために道に投

げ出され，険と泥まみれになったが，冒険的行為が成功したことを記憶に残すために，

あえて汚れを払おうとしなかった。これは２０もある逸話のひとつに過ぎない。また女

王から子犬が送られ，アメリカに連れて行く。

この記事もおよそ１コラムの4/５に及ぶ。

１２－６８月２１日：「JennyLindatLiverpool」（hyElcctricTelegraph）Ａｕ９．

２０．

１９日の「メサイア」の演奏会は最初の演奏会より聴衆が多く，３，０００人以上が出席

した。リンドの歌は予想を遥かに超えていた。「Rcjoiccgreatly」はエネルギッシュで

輝かしく「Ｈｃｓｈａｌｌｆｅｄ}lisflock」の表情の豊かさ「Howbeautifularethyfeet!」

における優しさ「IkllowthatmyRedeemerliveth」における熱烈な献身，最後の

アリア「Ｇｏｄｂｅｆｏｒｕｓ１」の素晴らしいリーディングは，新しい予期せぬ特徴を生み

出し，何者にも拘束されない自由な情熱を生み１１)していた。２度目と４度目のアリアは

アンコールされた。彼女のヴォカリーゼは素晴らしく，またレシタチィーヴォでは英語

の発音も文節が明確で，全員が感激して賞賛を惜しまなかった。ベレッティもヘンデル

の音楽でかなり高い評Ⅱiを得て「Ｗｈｙｄｏｔｈｅｎａｔｉｏｎ」で大きな効果と成功を生み出

した。彼の英語も非常に良かった。合唱も良かったがオーケストラに問題があった．他

の歌い手も良かった。オラトリオの後で国歌が歌われた。ジェニー・リンドは二つの国

歌に関わっていたが，そのことについてはここでは触れないでおく。建物の壁は歓喜で

反響した。帽子，杖，ハンカチがいたるところで波打っていた。オーケストラの舞台は

花束と花輪で覆われ，その多くは歌姫の頭上と肩に落ちてきた。これはジェニー・リン

ド自身，これまでの芸術生活のうえで経験したことのないようなサヨナラ公演であった。

『メサイア』の休憩時間中にフィルハーモニー協会の委員会から彼女の人格と才能を

褒め称え，幸せな旅と速やかな帰還を望んでいるというメッセージが送られた。このメ

ッセージは上質の皮紙に書かれ，リヴァプールの腕とスウェーデンの腕が描かれていた。

ベネディクトには端麗な黄金の携帯用かぎ煙草入れが贈られた。

２１日の朝，ジェニー・リンドは病院を訪れ，前述した銀製のお茶沸かしと素晴らし

い銀の蜀台が運営委員会から贈られた。多くのファンが彼女をアトランティック号まで

護衛するために蒸気船を雇った。５時半には船は出帆する。彼女の同伴者はベネディク
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ト，ベレッティ，親戚のヘルネンセン嬢，彼女の秘書上セルツベウルイ氏，そしてウィ

ルソン（バーナムの周旋人）である。

午後.８時，警察署長からジェニー・リンド宛にメッセージが送られた。それは，彼女

の出発を見ようとするファンが岸壁に群がってくるので，現場の危険性をかんがみ，予
はしけ

想される事件と死傷者をなくすために彼女に，２時|間I早く艀の蒸気船を１１}帆させたいと

いう。そのためリンドは密かに８時15分前にアデルフィ・ホテルを出た。そのために

彼女をひと目見ようとする群集はだまされたことになる。多くの人は明日の「The

Times」の朝刊を読み，彼らの失望の報告を読んで驚くことであろう。（60行）

この後の記事には，HerMajesty，sTheatreでの『ノルマ」や『夢遊病の乙女」

の上演と新しいＰｒｉｍａＤｏｎｎａの紹介や，当時有名なオペラ歌手のゾンタクの出演

に関する記事がある。上記の記事は前年度にExeterHallで行われたヘンデルの

｢メサイア』の演奏会とほとんど変わらない評価である。

１２－７８月２２日（木）：「JelmyLil1datLiverpool」（fromourownReporter）

－Livorpool，Ａｕ9．２１（凡そ１コラム半）

リヴァプール８月２１日。船の出|帆する岸壁での情景は次のように描写されてい

る。

昨日の記事どおり，ジェニー・リンド嬢は今朝８時１５分前にアデルフィ・ホテルを

出立した。天気は曇り雨模様。出帆時間の変更を知ったおよそ100名が，すでに来てい

た。雨に濡れ，震えているが，好奇心旺蝋な人たちであった。リンドはすぐには乗船せ

ず，ベネディクト，ベレッティ，ヴィヴィエの諸氏，および幾人かの親しい友人を伴っ

ていた。10時少し前に天気が良くなり太陽が照り始めた。ほんの短い時間だが，どよ

めきと騒動が起こった。人々は町の隅々から馬車や徒歩でやってきた。３つの異なった

ドックのllilがりくねった隙間は，短時間だが群集により埋め尽くされた。「スウェーデ

ンのナイチンゲール」はすでに２時間も前に艀の蒸気船に乗り出帆してしまっているこ

とを知ったら群集の落胆はいかがなものか想像がつく。しかしアトランティック号はで

きる限り岸壁に近づいていたことは，せめてもの慰めであった。そうこうするうちに，

水の表面はジェニー・リンド嬢に最後の別れを告げようとやってきた，にわか乗客で一

杯の大小さまざまの蒸気船，ポート，クラフトにより覆われた。岸の両側は見物人で埋

めつくされ，目撃するためにリヴァプールにやってきただけでも値打ちがあった，と思

う見世物を自ら形成していた。

１０時半に公式の手続きが終わり，リンド嬢の友人たちに岸壁に戻るように伝えられ

た。鉄砲の合図と船の横腹から出る煙は陽光に当たって輝き，アトランティック号が正
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式に111帆することがアナウンスされた。巨大な蒸気船は堂々たる調子で河を下り，平行

してjiMItするさまざまなポートと行きかいながら活気の怒涛が連続的に響き渡るのが聞

こえた。プリンセス・ビアの近くに到着すると直ちに地上の群集の一団と蒸気船の大群

染が染まった。アトランティック号から挨拶の大砲を２度撃つと，湾の片方の岸から断

続的に答えが返ってきた。地｣壬と水面の両方から上ってくる大きく断続的な歓喜のllIIび

は，船上の乗船客により繰り返された。素晴らしい快Ｉ１Ｉｌｌ－今や，太陽は全ての栄光の

111に)lfll1いているかのようだ－ヴォリュームいっぱいの煙は空高く雲間にilliえるまで，

liIlll1R式の柱のある蒸気船の''11胆で渦巻きが上がる。ドックにはあらゆる形態のflI艦が停

泊し，あれこれの物体と結合して，その堂々たる，変化に富んだ，活気にiiMjちたＩｉ１{環は

今までに見たことのないような風景を産み出していた。汽船の外輪箱の近くで，ウェス

ト船長の脇に立ち，１二lいハンカチを腕が痛くなるまで振っているのが目蝋されると，興

術が倍増された。歓喜の声が途切れ途切れ聞こえてくる。暗く遠くの塊から特定のもの

を識別できなくなり，群災が拡散し始めるまで続いた。

１１１帆する波止場の精景をIiVi写した後，ジェニー・リンドの芸術的才能とパーソナ

リティ，そして他の歌手との述いについて，次のように分析している。

この尋常でない賞｣賛の仕方はジェニー・リンドの経歴を象徴しており，ほとんど(１１;像

崇拝にまで達していた。彼女が初めてイギリスに来て以来，この最後の出現でクライマ

ックスに達した。それは彼女の声楽家としてのこの｣1ない天賦の才によるのみならず，

アイドル崇拝であることは，少なくともこの瞬'''１は疑う余地はない。芸術史に言及され

た歌い手で，かくも名答を与えられ，称揚された歌い手はこれまで居なかった。またか

くも高額の報酬を得た歌手も居なかった。しかし71i楽芸術において，たとえ彼女に勝る

とも劣らず，ジェニー・リンドと同等の存在だった声楽家が活躍していたことも否定で

きない。公人としてのジェニー・リンドに関してのみいえば，他の観点から，どの前任

者とも，また同時代人とも』､かに異なるものがある。それは彼女ほど慈善事業に貢献し

た人物はいないということである。他のだれも彼女ほど絶えず寛大に気前よく仮嫌った

人物は居ない。（下線筆者）信頼できる権威筋から'１１１〈ところによると，彼女が過去６年

ｌ１Ｉ１にiii奏で稼いだ額は，区１Wiだったにもかかわらず，ジェニー・リンド自身は，１１１人的

illiY1lのためには年間｣､1,200で十分だと述べているそうである。年間ｆ1,200でもかな

りの額といえるかもしれないが，問111に，しかもljif桁な礼儀作法によって，数二｢･ポンド

を1引分のために確保できる人物が，他人のためにかくも巨額を犠牲にしていることは，

１１１銭しかねる利己愛とはほど迷いことを示している。この点で，ジェニー・リンドは１

つの現象をあらわしている。彼女の非凡なまでの|:IlIlさは歌手としての偉大な能力と関

係している。彼女の道徳的にして芸術的資質は，彼女の名前に同等の光沢を与え，大群

衆がj1jIi擁を起こし，あるいは混乱したとしても当然かもしれない。この点から見て，ド
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イツとイギリスの両国で，彼女に湯水のごとく注がれた名誉は，聴くに当たらない。

－．この点は彼女のリヴァプールでの告別に，皇族の１１|立を記念する華麗な行列式ﾘｌＬと

同じくらい大勢が参列したが，それほど信じがたいものでもなく，また途方もなくばか

げてもいないように見える。

以上が，「TheTimes」のリンドとの別れの風景を柵写した記事の全容である。こ

の記事で，何故リンドがアイドル歌手になり，またスーパースターとしての人気を

ほしいままに出来たかがわかる。この記事でリンドの人格と，人気の根拠をＩＥ砿に

分析している。彼女は確かに高額を稼いだが，それを私利私欲のために使ったので

はなく，必要な人たちのために使った人柄を称えている。つまり彼女ほどI=1己犠牲

をものともせず慈善事業に貢献した人物はいないということである。

下線部は筆者が強調したかった部分で，すでに言及されていたとおりであり，彼

女の特異性と人格を称えたもので，これこそ彼女の人気の秘訣だったのである。

１２－７－１同日の岸壁での】||れの風景以外の記事

ジェニー．リンドがリヴァプールからアメリカに}１１国する際に，リヴァプール・

フィルハーモニー協会運営委員会はリンドに対し，以下のような告別の言葉を鵬っ

ている。それはリンドが１１１１正Ｉするのは一時的なもので，再び帰ってくることをjUl侍

しているのである。彼女の才能により熱狂的なセンセーションを起こし，心からの

親切と深い印象を残してくれたことに対する，感謝の言葉であると同時に，健康に

は十分}W適し；再訪を期待する，というものである。

２７行からなる議長，副議長，名誉秘書による1850年８月１９日付きの署名入り

の声Ⅲ]文である。その趣旨は

フィルハーモニー・ホールのlili落としで，彼女の力強い援助を受けたにもかかわらず，

またの機会を逸したことはきわめて残念至極であり，長いこと彼女の存在によって名誉

を与えられたことはきわめて満足である。リンドにとっても素時らしい思い111になるに

迎いない。アトランティック号に乗船のあいだも，当ホールで響いたヨーロッパにおけ

る股後の調べは，美しさとj皿営の両iliiにおいて，今のところは，匹敵するものがない。

そして音楽愛好家たちは，彼らによって述営される組織フィルハーモニーＭｌ会のため

に，金銭上の犠牲を背負い，如何なる利益も受けずに将来の寅任を背負っている人たち

である。しかし，自分たちの厚意により科学を奨励し，岐高の音楽作品を|)ＩＩｌｌｉするよう

に計､iしている。この協会のために，その作品においてユニーク，その目的において私

利私欲がなく，彼女が岐後のiiii奏会を行ったこの機会に，リンドの親切に対し，当委員
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会の感謝の気持ちを表すとともに，アメリカにおける更なる進歩にたいして，暖かい関

心が得られ，そして|可じように成功すると確信している。当協会は彼女が出立すること

を|]鑿することの苦しみと同じく，リンド嬢が再びイギリスに帰られることを歓迎する

喜びを，最初に与えてくださることを願い，彼女の111立を認める。イギリスこそ，彼女

をかくも高く褒め称え，尊敬するｌｌｉｌなのである。

以上のような書類が会長，副会長，名誉秘書の連MHで1850年８)１１９日リヴァプ

ール，付で出されている。

さらにこの記述の後に以下のような演奏についてではない，彼女の慈善行為につ

いての記事が記されている。

１２－７－２彼女の慈蕃行為についての記述

リヴァプール・フィルハーモニー・ホールおよびフィルハーモニー協会を良いホ

ール，良い組織として|÷|慢しているが，委員会として，会員の糾'〒ｔたちがEIら貢献

度を宣伝することを批判している。さらにSouthernandToxtethHospitalから

贈与された銀製のお茶用湯沸ケトルについて，如何なるものか詳しく説明している。

この贈物はスウェーデン緬事が彼女の帰還まで菰かることになった。リンドは病院

を去る前に同じ国の船長が入院していることを知り，葡萄を土産に見舞っている。

そして訪問者の記帳として，病院のもてなしに感謝する由署名し，「そして何時の

日か，この美しい病院に対してiliび何かのお役に立つことが||}来ればこの上なき幸

いです」と書きlⅡ|えた。この言葉は病院に対する誠意が伝わるものとして，また英

語の表現を褒めている。

ここまでで８月２２日の記事の半分を費やしている。

１２－７－３ヘンデルのオラトリオ『メサイア」の斌奏会

そして最後にヘンデルのオラトリオ『メサイア』の減奏会の模様が報告されてい

る。かなり長いがﾘ'１１)する。

この演奏はリンドの評価を高めた。これ以上望むものはない。トランペットのように

｝ﾘl確な声で地力部Tljの巨大な建物の全体を満たした。これほど強調した純粋な形でレシ

タチーヴォを今まで聴いたことがない。アリア「Rejoicegreatly」は変化にとんだ
ブイ乏レトフーラ

「ブラブーラ」である。それは意１１/kのない装飾楽句の羅列ではなく，旋律の送りであり，

その中に表現されているテキストの勝ち誇った感情は，インスピレーションから湧きlll

ろﾌﾞﾉで表現されている。この歌の琢膳された節は，最大限の柔軟性を求める。一方，そ
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の独特の声の特徴は，高音を目由に使いこなせる能力と結合して，力強くしかも輝かし

い声によってのみ表現される。このような身体的な資質はリンドの独特の天賦の才能で

あり，また彼女の周知のテキストに対する知性と尊重が加わり，さらにもっとも繊細な

努力により，身に着けたものである。上品な声の抑揚により作り出される表現の印象は，

深淵であると同時に普遍的で，最も高揚した宗教的感情を群集の心にもたらすのに，音

楽が適していることを理屈ぬきで証拠立てるものである。最高の精神を備えた芸術家に

とって，こうした成功は劇場での大喝采の騒々しい騒ぎも価値があるに違いない。演奏

者も聴衆も，芸術が我々に共通した本性の最も高揚した感情の雄弁な代弁者になるとき，

我々も芸術家も共に平等に報われる。この単純な努力で，リンドは鑑賞能力のあるもの

なら誰でもなせると言う確信を持ち，同じ程度に実行力と精神力を酷使して音楽様式を

完全に管理できる女性として，自分を確立した。純粋者であり真実主義者であるがゆえ
レフテイスト

に急進派といえる。「Rejoicegreatly」がブラブーラの最高の実例である限り，可愛ら

しいアリア「HeshallfeedHisflock」の表現は，彼女の表現に対して批判的な立場

をとる人たちが求めるものと変わらぬ洗練さを示している。ここには力強さも輝きも求

められていない。それどころか，音楽の内的で遠慮がちな美しさから効果を引き出す単

純さが求められている。響きという手段により，感情を最も熟練して描ける画家は，二

つの異なった思考様態を，それぞれ適切に描写できるであろう。そして同等の成功率で

実践するためには，完全に完成された芸術家，つまり単なる声楽家であるだけではなく

音楽家でもあることを求められる。ジェニー・リンドはその両方を兼ね備えており，そ

れまでに経験した他の如何なる機会よりも，おそらくより顕著にそれを示したのである。

この神聖なパストラルにヘンデルが付けたiIlI聖な旋律は，泉から湧き出る軟水のごとく

彼女の唇から流れ落ちる。彼女の言葉の朗読は完壁であり，聴く耳に充足感を与える

sottovoce（弱音）を抑えた力で行われる。「Rejoicegreatly」でリンドが１，２箇所わ

ずかに変えた。そして辛うじて音楽を保ちながらカデンツァを付け加えたことを，ここ

に明記すべきであろう。しかし「IIeshallfeedHisflock」ではそのような改変は見

られなかった。我々としては宗教的オラトリオでの喝采とアンコールには反対であるが，

この歌の後で聴衆が大声で意思表示するのに，唱和せずにはいられず，繰り返すことを

悲しむわけにはいかなかった。リンドが遥か彼方の国へ旅発ってしまうことによって，

それだけ彼女の歌声を聞くことから離れてしまうわけで，再び聞けるチャンスが何時に

なるかが最大の問題になった。「Howbeautifula1℃thcfcot」では，それほど良くは

なかった。しかしそれは多分に，フルートのオブリガートを演奏した素人の紳士のせい

であった。テンポと調子についての理念がリンドとIﾘ1らかに違っていた。

「IknowthatmyRedeemerliveth」は再び完壁であった。要するに我々はこの素

晴らしい献身的な旋律の作品を適切に演奏されるのを聴くのは初めてなのだ，といって

も過言ではない。リンドが「For】ｌｏｗｉｓＣｈｒｉｓｔｌ､isenfromthcdead」の言葉に与
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イギリスの新llilはどのように人気歌手JennyLind（ジェニー・リンド）を報じたか

えるマナーには，何か械極的なインスピレーションを与えるものがあった。最終楽章も

また－厳格にテキストに従い，ビクともせずに終結に持っていく－教義を教える崇

拝の感情を持たずに，このような音楽に接して感情を動かされることは，音楽をスポイ

ルすることであると言う人も居るかもしれないが，この歌い手の芸術は全て，歌い手が

なしえたであろうよりも通かに効果的であった。最後のアリア「Godl〕ｅｆｏｒｕｓ」もま

た同じくらいそれなりに素晴らしいものであった。『メサイア』には「エリア』におけ

る「Holy，ｈｏｌｙＬｏｒｄＧｏ(IofSabaoth」のような特徴はない。『エリア」にはオーケ

ストラと合唱の統一された雷鳴のような響きの上を行く，ソプラノを高める声の強さと

質により§||りＩｌｌされる圧倒的な効果があるが，他方情熱と変化に乏しい。これらのアリ

アには表現の深さと崇高さがある。全体として新しい光の''１にリンドの才能が展示され，

彼女の才能を普遍的なものとして確立している。

ジェニー・リンドに対してｆ1,000を含む全ての費用が払われた後，21111の演奏会の

収益は，理解する限り，Ｊ81,700を超えた。

以上の「メサイア」の減奏に関する評論に，ｌコラムのおよそ半分のスペースが費

やされている。「ThcTimes」がヘンデルのオラトリオ『メサイア」の批評を記載

するのは初めてで，１８４８H1：のロンドンのExeterHallにおける演奏会の批評はな

かった。これはかなり称賛している内容である。筆者としては，『エリア』と『メ

サイア」のソプラノ・パートの比較の部分は，いささか疑問もないわけではないが，

この記事は署名記事ではないので，なんともいえない。これまでの斌奏評を読んで

分かったことの１つは，リンドがオペラのアリアに限らず，オラトリオのソロのパ

ートにおいてもカデンツァで即興的装飾をつけていたようだということである。当

時としては認められていたやり方であったのであろうか。それはバロック様式の習

慣であるとともに，19111紀のヴィルトルオーソの聴かせどころといえよう。

これに対する「TholllustratcdLondonNews」の記事は，イラストを載せて

いるので記事'二1体は，「TheTimes」に比べれば遥かに短い。次はそのイラスト新

聞の記事である。

１２－８１８５０年８)１２４日：「TholllustratedLondonNews｣－｢JennyLind

Departu1℃ｆｏｒAmerica｣一目社記者の報告一リヴァプール発。水

lWMの夜。(1).171）

上記のような見}l}しで１頁の約1/6が記事で，次の１７２頁の半分にリヴァプール

港出発の様子のイラストが掲赦されている。（図2）
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記事は「ジェニー・リンドは去った。大成功の最中に行ってしまった」で始まる。

「TheTimes」と同じく詳細に情景を描写しているので繰り返さないが，比較し

てその表現が異なる点を探って見ようと思う。

彼女の成功は専門とする芸術表現に起因する。アメリカでも大喝采と大歓迎が待ち受

けていることは間違いない。ここではヨーロッパのファンが彼女の出発を見送りに来て

いた。できるだけ新鮮な気持ちで，ここに集まった公衆の感情および共感を上手く表現

したいと思うが，詳細には表現できないと思う。見送りの大砲の大音響およびマーシー

河の両岸に集まっていた数千に及ぶ大衆のIulびに耳が遠くなりそうである。無数の船舶

が河面に漂い〆彼方此方に照らされ日差しに輝いて目がくらむほど眩く，アトランティ

ック号の航跡を追っていたので，この異常な光景を描写することなど出来そうもなかっ

た。

以下凄い人出のため，警察としても整理がし難いことを予想して，リンドの出発

を早めたことが述べられている。「警察はジェニー・リンドの影響力の大きさを考

慮して，出発の時間を繰り上げ，さらに裏道を通り，それを公表しないように計ら

った。それはジェニー・リンドの足（出発）と生命の危険を避けるためである」と

いう点では，「TheTimes」と同じである。それは上手く行ったが，「それでも待

ち受けていた－部のマナーの悪い連中に邪魔された。このような超有名人に対して，

イギリス人は何時になったら対処の仕方を学ぶのであろうか」と記している点が異

なる。

……海岸から礼砲が放たれ，アトランティック号から返答がなされた。あらゆる種類

の船舶が漂い，ｊｉ(がはためき，１１１}び声と大砲の轟き，それに太陽の輝きが，一体となっ

た全景を我々は目撃したが，これは尋常な光景ではなかった……

ＴＨＥⅡ`IJUSTRATEDIONDONHEWS． [AU3.2い930.173

篝iii蕊iiliililll蟻霧
瀞 蝋ii蝋iii繊鰯繊鰯iiil鰯＃,川Ｉ

瀞iI1il1illlI霧iiillliliiiliillliiIil
エヱFO↓■-.ＵｐｒｃＦｍ別ＬＲｏＪＢ己ｙｒＬ１ｍｒｎｑａＡｕに亟○pLr-r■▲単五ｍ二一

図２「ジェニーー・リンド嬢リヴァプールよりアメリカに向けて出発」
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イギリスの新I}'１はどのように人気歌手JelmyLilld（ジェニー・リンド）を報じたか

ことを描写した後「こうした情景の後にコンサートの説|ﾘ|は興ざめであろう」とい

って，彼女の最後の演奏会と，彼女にまつわる逸話を紹介している。やはり，文字

による説Iﾘjも「ThcTimos」より簡単である。前述したように「ＴｈＯＴｉｍｅｓ」と

記事の内容が菰複するが，表現が異なり，描写が細かい。むしろ「TheTimes」

の方が長すぎるのかもしれない。

金曜日の演奏会は特に書くこともない。ロンドンでの演奏会の繰り返しである。全て

の関心はリンドに染'１'した。なんという受けIこめ方か１観衆はスタンディング・オベ

イションで迎えた。リヴァプールの人々にこの様な情熱とハートを持っているのは想像

もつかなかったであろう。もし彼らがリンドを食べられたら趾食べていたかもしれない

ほど狂喜していた。彼女の最高の歌は『魔笛』からの「Ａｈｎｏｎｌ)avenu11･」であった。

ｒ魔弾の射手」のアガーテのカヴァティーナが次なる関心ごとであった。これは私が依

然何処の国でも聴いたことのないものであった。彼女はスウェーデンの歌で締め括った。

これは聴衆を抱腹絶倒させ，爽快で実に愉快に歌った。

ノ]曜日の演奏家での「メサイア」の彼女の歌唱は，彼女がヘンデルの歌をいかに歌う

かを聞くよい機会であり，アマチュア音楽愛好家にとって最大の喜びであることを証明

した。天才はスタイルに拘束されない。物事の核心にまつしぐらにil1i進する。そしてヘ

ンデルの重厚で11i純な旋律に親しみを感じる。それはちょうど，メンデルスゾーンの想

像的な精ﾈ''1に満ちた旋律に親しんでいるのと同じようである。’ノンド|÷l身の宗教的感情

はヘンデルの音楽と共にある。したがって，彼女が全身全霊を傾けて表現していること

は疑う余地がない。これは批判すべきものではない。記録するだけで十分である。芸術

的観点から見ても彼女は完全に成功したが，（｢IknowthatmyRedeemel・Iivcth」

を繰り返し歌ったあと）歌わないときにも目で表現しており，般後には花束攻めにあっ

た。あらゆる形に花束が横み重ねられ，オーケストラから離れることがほとんど|Ⅱ来な

いほどであった。１つの花束が彼女の前に置かれたので，彼女が感謝の印にお辞儀を繰

り返したら，肩に花のレイがかけられ，傍らにいた紳士がそのレイを外した。幸運な紳

士はそのレイを誇りにして保管した。

勿論，ジェニー・リンドと彼女の行動以外に，話題はなく，また誰も考えようともし

なかった。彼女は教会に行くか，サザン・ホスピタルヘ行く時を除き，アデルフィ・ホ

テルの部屋に髄り，タト'１Ｌなかった。病院からは銀のお茶11]湯沸ケトルと２つの燭台が

贈られた。そのお返しに述物の横で歌を歌った。彼女の私的な楽しみに我々が参入する

権利はなかった。彼･女は勿論数限りない贈り物を受け取った。なかでも非常に美しかっ

たのは花模様の建物の形をしたもので，それに葡萄の房がぷる下がり，それを限られた

親しい友人たちに摘ませていた。そしてフィルハーモニー協会から１１櫛られた言葉を受けた。

同じ情景，liilじiiii奏会についての記述でも，「TheTimes」は長く詳しいが，イ
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ラスト新聞は簡単で分かり易く，逸話的なものが目立つ。病院からの贈り物につい

て「TheTimes」でも触れているが，此処ではそのお返しに歌を歌ったことを記

している。フィルハーモニー協会からの名誉証は贈与されたことにだけ触れ内容に

は触れていないが，「TheTimes」は全文を記載している。

ここでもリンドの『メサイア」の解釈が他の人たちと異なる独特なものであった

ようで，それに対して批判点もあるようだが，無視しているようでもある。それは

やはり，リンドを批判する雰囲気ではなかったということであろうか。

「TheTimes」ですでに述べていたように，彼女の兄についての話は純粋な作り

話である。－地方新聞の悪筆家の馬鹿げた悪意に満ちたでっち上げであったと記

している。

１２－９８月２６日：「TheTimes」の記事。

「TheJennyLindConcertsatLiverpool｣－

フィルハーモニー協会が収益を上げているにもかかわらず，それに言及していな

い「TheTimes」の記者とフィルハーモニー協会の秘書サドゥロウ氏とのやり取

りがあり，終わりに，「メサイア』のリハーサルに参加しなかったテノールのベン

ソンが欠席理由を述べている。ロンドンの大聖堂で日暇に契約しており，加えてリ

ハーサルが土曜ではなく月雁であれば，ジェニー・リンドに敬意を表して夜を徹し

て馳せ参じたであろう。オラトリオの演奏はできるだけ完全に，しかも満足のいく

ものであるべきだというのが，彼の願望であった。（１７行）

同じ頁の隣のコラムに「RoyalItalianOpera」の見出しで，グリシ出演の記事

が20行書かれている。

ｌ３アメリカにおけるジェニー・リンドに関する記事。

アメリカに遠征する過程と，アメリカでの活躍についてはアメリカ人の研究に基

づき，かなり詳しく触れたので，その実情をイギリスのメディア，つまり当時の新

聞がどのように報じたかを中心に纏めてみた。

アメリカに遠征してからの記事は「ThelllustratedLondonNews」の方が早

いが，いずれも現地の他紙の転載である。

13-11850年９月２１日：「TheIllustratedLondonNews」の記事（ｐ、247）
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イギリスの新聞はどのように人気歌手JennyLind（ジェニー・リンド）を報じたか

「EnthusiasticReceptionofJennyLi11.｣－アメリカにおけるジェニー・リ

ンドの熱烈歓迎振りはリヴァプールでの出帆を遇かに超えている。今月１日の日曜

にアトランティック蒸気汽船で到着した。その様子を「TheNowYorkTribune」

から引用している。この箇所の内容は演奏会の模様ではなく，埠頭での歓迎振りと

宿泊先のホテル周辺での騒ぎを描写したものである。

上部甲板の前方のハッチに直立して，その日の興奮の主役が立っていた。－それは

紛れもなくジェニー・リンドである。あたかも海が通常の不快感を彼女から取り除いて

くれたかのように，新鮮でばら色である。そして彼女は新しく見聞きする全てのものを，

興奮して明らかに無意識に興味を持ち楽しんでいる。彼女の傍らには，著名な作曲家ジ

ュール・ベネディクト氏と，彼女の芸術上の同伴者で，著名なバス歌手ジョヴァンニ・

ベレッティ氏とが立っている。今回はパーナム氏がタラップを駆け上がり，白いチョッ

キの胸元に注意深く抱えた選りすぐりの花束を抱えていた。そして前へ進み，ウェスト

船長により紹介された。しかしコリンズ氏は一度しのび足で近づき，あらかじめ船に乗

り込み，リンド嬢にバーナム氏の３倍の大きさの花束を差し出した。

〈強大な群集は〉桟橋に横付けになっている船の近くに近づくことが制限されており，

およそ５０人がその内部に入ることが出来た。バーナム氏の馬車は美しい鹿毛の馬に引

かれており，舷門の足元にすでに到着していた。門の内部にはすでに常緑葉と花で出来

た勝利のアーチが沢山出来ていた。水面近くに立つ最初のアーチにはくジェニー・リン

ド歓迎〉という標語が書かれていた。その後に，中央にアメリカの鷲が描かれたもう１

つのアーチにはくジェニー・リンド，ようこそアメリ力に〉と大きな文字で書かれた張

幕が架かっていた。船から入口の下にはアメリカの国旗が他の万国旗と共に飾られてい

た。この美しい飾りはバーナム氏のアメリカン・ミュージアムの随行員（3名の名前が挙

がっている）の指導で設置された。大勢の博物館の人たちが岸壁におり，その大部分は

花束を持っていた。こうした人たちから判断すると，海岸の群集は窒`息しそうなくらい

密集しており，５，６人が波止場に押し出されてもがいていたが，何とか怪我人もなく助

けられ，多くの人は何時間も地上で待っていた。

ウェスト船長がリンド嬢を舷門に案内すると直ぐにラッシュが始まった。ベネディク

ト氏およびベレッティ氏とヘルネンセン嬢がそれに続き，４名全員が馬車に乗り，バー

ナム氏が馬車の御者の席に乗った。ゲイトの内部にいた群集は直ちに馬車を囲み，車に

ぴったりくっつき，窓に群がり，我々が今まで見たこともない熱狂ぶりで沸きかえって

いた。その光景は楽しいものであった。外の大衆はゲイトの方に押し寄せ始め，無理に

中に入ろうとするのを止めるために，急遮人口の閂を外した。しかし，豪雨が炸裂する

と，1つのゲイトで，ものすごいエネルギーで前進してくる人の波を制止しきれず，別

のゲイトの半分は，人並みの圧力に葦笛のように板材が弾け，群衆が流れ込んできた。

あらゆる階級の人々がフロアーに無理やり押し出され，その背後から崩れ落ち，生命の
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危険を伴いかねないほどに麺なり崩れ落ちた。見物はほとんど危険をはらんでいた。

４，５０人が容赦のない群衆によって崩れ，手を広げて助けを求めた。こうした悲Ijill的な

111来事の最'１'に，我々は大衆の~|､WI(きになってもがき，息も出来ないくらいなのに，帽

子が壊れるのを防ごうと腕いつぱいに(''1ばしてIl1子を手に持ち，もがく男性の姿に笑い

をこらえることが出来ないくらいであった。ついに一部の警官と;''１士が彼に近づき，群

集を引き下がらせ，苦しんでいる人を助けることに，やっとの事で成功した。多くは傷

を負い，鼻'11をⅡ}すものあり，１２才前後の少｛|：がかなりの重症を負った。もしラッシ

ュを適切に抑えられなければ，多くの生命が失われたであろう。

「NcwYorkHorald」から'三llMMの午後，ニューヨークの住民は非常に輿恋し，

教会へ行った。その後，特別版を発行せざ'るを得なかったが，それは先例を見ない

ほど売り上げた。彼女のために１１１意していたアパート，アーヴィング・ハウスに到

着した様子は，「Tribune」で報道された。

彼女のアーヴィング・ハウスへの到着は，道路で'1}会ったと同じくらいの興齋状態を

生じた。少しでも彼女をひとl1みようと家に530人が集まつ/こ・彼女のアパートに通じ

る通路には全て，群集が染まっていた。スウェーデンとノルウェーの大きな旗は，彼女

がアーヴィング・ハウスに着くと直ぐに，ＩＩｉｊ(棹に掲げられた。夕群れ後も群集はホテル

の周辺に染まり続けた。そして'１牒の絶え|M1ない呼びかけに，窓辺に２度も姿を現さざ

るを得なかった。最後にそのI]の興蒋状態にすっかり疲労困懲していたリンド嬢は，身

を退き，彼女のスウェーデンの従者が魔物を排除するように見張り続けた。ニューヨー

クの音楽財卜jlMusicalFun(1Societyに属している音楽家たちが，真夜中に，この美し

い声楽家のためにセレナーデを奏でた。「ヘイル・コロンビア」と「ヤンキー・ドゥー

ドゥル」から，主だった旗11ｔが多く演奏され，’'１でもジェニー・リンドは後者が気に入

ったのか，アンコールした。

月曜には800人のアメリカの女性がスウェーデンのナイチンゲールに敬意を表しに訪

れた。パーナム氏はこの貴重なＩｉＩｊ景を彼女に伝えるために付き添っていた。この後，我々

はＧ､０．Ｇ.ホーランド師と共に，ハドソン河のフィッシュ・ヒルに数日過したいとIlI

し(1)た時も髄かなかった。彼女の演奏会を始める１１洲は未だ決定していなかった。入場

券はオークションで売られることになっている。

旅行Ilnにジェニー・リンドとベネディクトおよびベレッテイは船貝とiilIj防士のために演

奏した売り上げはｆ６４に達したと言われる。（このL6`lと言う数字は他の資料とは異なる｡)3）

この９月２１［1の「NewYork'1,ribune」からの転載記事は1頁の1/６にあたる。

13-21850ｲ|{Vol､１９（7～１２）1）：「Punch」のアメリカでのリンドの記事

｢JelmyLin(lalIdTheAmericallsf1℃ｍｏｕｌ･ｏｗｎＲｅｌ)orters」（p､145～149）
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Lind（ジェニー・リンド）を報じたかイギリスの新ｌＩｉ１はどのように人気歌手jenny

Mﾆｰﾙﾄﾞとｱ'ﾘｶ人'ｒ半頁のイラスト。（図3）

『ＵＮＣⅡ、ＯｌＢＴｌＩＥＩＤＮｐＯＮＣｌＩＡＲＩＶＡＲＬ
－－＝－－~~ －

Ｊ[IINYLIOJnAOJDTHEAMERIOANS.

>d■－証Ｂｉ町炉欺､

CCI､onationofJenny-ThoFil･st

QlleenofTheAmoricans「アメリ

カの岐初の女王，ジェニーの蛾冠」

瀞騒iii’Ｉｉ１鼠i蝋!；i;iｌｉ

蕊大iHi洋を横断しようとするジェニ

ー．リンドが乗り合わせた船が分か

った瞬|M1，報告者と特派員の(TIiMな

－ｌｌｌを乗船させるべく派遣した。彼

らは，ナイチンゲールのあらゆる'１１Ｗ

ＣＤユードA1”Ｎ<ＤＪ､田Ｎ【垣Ｅｍｌｔ－ｑＪＵｌＮ”、KE山U､』ＣＵｒ９

図３［ジェニーー・リンドとアメリカ人］「アメリ

カの最初の女王，ジェニーの戴冠」

'''１を監視するために，船に様々に変装させて乗船させていた。……美しい歌う鳥がひら

ひらと飛び交い，それはあたかも彼女が蒸気船のパドルボックスから，次のパドルポッ

クスへと，風も波もものともせず，ホップしていたかのように思われた。……

誤解されていたことなのだが，ジェニー・リンド嬢は|司伴者とデッキの1部の船家か

ら白いハンカチを振って，リヴァプールを離れるところを見送られた。そして同じハン

カチを|同]じデッキの－k部の船寵からアメリカの港に入港するのをl-l蝦された。－これ

はlIU述いであったというが，彼女の111帆から到粁の帆'''1まで，つまりジェニー・リンド

の旅の始まりから終わりまで，彼女の立ち居振る郷いは何かにつけ報道され，絶えず利

111された。我々はA縞の椛威に』!(づき，公衆に|芒|信を｣jえる事が||}来る。……

旅行に費やされた時IlUはJ|:↑|↑に快適であった。iIillj(１，船員の慈善のための演奏会を含

めて，誰かの慈善のためにIiiii奏会を行っていた。JR々は天候の荒れlliう状態のため幾分

邪魔された。……（略）……時には風が協fⅡし，ボレアース（北風）の弦楽器が船の装

具のロープを弦に仕立てて恐ろしげに音を奏でている。そしてあらゆる瞬間あらゆるも

のが，上昇音階をすごい速さで駆け_上り，またいきなり下がり始めることで急に調子が

落ちた。

艮旅は安全に行われており，伐々はアメリカへ行進している。しかし同時代人はこの

地上に確りと足を下ろしており，－そしてそれ':I|ｲ(のコラムは－何か言う余地はほ

とんど残されていない。

然気汽船が玉||軒する前の数[lllll，ニューヨークは卜!iめて張り詰めた興癒状態にあった。

したがって，現実に船が港に見え始めると，一定水i(11の範|川内で群災の熱jliを保つこと

が牌察の唯一のやり方であり，｜||来る範l川内で，｜|柳の|Ⅱ}びをチェックすることが轡察

の仕zl｢であった。数百万人が|≦|惚れ，数百人のIjjiがおかしくなり，（１）[も役に立たなかっ

た；縣察官が辛うじて人々を|M【仮で》蚊い出したにもかかわらず，桟橋は集っていた人の

11「れで行き詰まっていた。船が港に入ると，ナイチンゲールは上甲板の船室の現れ，ベ
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ネディクト氏とベレッティ氏に両脇を支えられて立った。ジェニー・リンドに投機した

ショウマンの興行師バーﾌﾞｰﾑ氏は，小人のサムやそのほかの人気アイドルですでにお馴｜

染みであるが，コリンズ氏一おそらくライヴァルのショウマンーと一緒に桟橋に沿

って走っていた。（この後はリンドに花束を渡すために競い合ったことがilViかれている）……

略……

どちらか良い方をとるか，エネルギッシュなコリンズ氏と死に物狂いのバーナムのど

ちらからも逃れるか，「ジェニー・リンドは左舷の外輪の方に移動し，アメリカの肱を眺

め，ナイチンゲールは－疑いなく，茶目っ気たっぷりのユーモアのセンスで，学んで

いた奴隷貿易について思い１１}し，「有色人種」新'１１１の編災者，フレデリック・ダグラス

氏の処iifで一声を上げて三1ﾐﾘｌきした。「The1℃isthol)cautifulstan(1ardoffree〔lom，

theopl〕lでssedofalll1atiol)sworshipit.」

船が桟橋に近づくと全てのマストが目，鼻，口から１１}来ているように思えた。全ての

窓は大勢の頭の塊で，家々の屋根は人間のスレートで斑かれているかのように見えた。

そして煙突の通風管にはり)女の11ﾄﾞれに見えた。ナイチンゲールはヤンキーの11蝶の見物

人に賄いたので，彼女は「何処に貧しい人は居るの？」とたずねた。－勿論もし貧し

い人がいたら，直ちに彼らのために外輪箱の上から歌ったであろう。－彼らの慈善の

ために。

まもなくジェニー・リンドが上陸する時がやってきた。桟橋の''１にはパーナムの馬車

が！]Ilillliされていた。この'玉|にショーマンの馬''1が近づく背を|H1いたとき，人々の心は当

然，公衆が軽馬ｴ|iにlfilかい見境なく「近寄る」ことがでるように招待されると思われた

が，バーナムが「ナイチンゲール」を迎えるために111意した１１;''１は，彼が経営する博物

館を宣伝するような仕方で，馬が装備されていた。`1Wjの装(illiI＝1体は上手く機能を果たし，

また俗人の'二1を捉えているようではあるが，高尚な人たちは「馬の正装」は「不愉快」

であると感じざるを得ないであろう。ナイチンゲールはパーナムの助けを借りて馬車に

乗り込み，バーナムはボックスに登り，従者にアーヴィング・ハウスへ回り逆をして行

くように命じた。彼とiil1者はルートを心得ていたようである。アーヴィング・ハウスへ

の行程は髄くべき11ﾄﾞ染の波であり，この有様を形容できるとすれば，それは|きＩ然発生的

に勅き'llした非常に熟成したチーズを繊密に詰め込んだ紺のようであった。

「TheTimes」はこの行進の概要をほとんど３コラムのトップ記Ｉ１ｉにしており，シン

シナチからやってきたバーナム夫人と娘の電報を含め，司祭と牧Ililiの-11γ，「おしゃれ

な」淑女の群れ，おそらくジェニー・リンドがデザートとして食べたであろう「全く等

しい桃」の核の恐ろしい争獅戦，……しかしながら，我々は幾分１１１１〈べき１１|;Ｍ１の躯報に

よる配信を受けたいと川待しているが，以下の「アメリカの岐新のニュース」は共和国

のIjil壊と，ジェニー・リンドを合衆国の女王とすると宣言すべきである。そしてパーナ

ムを外務省の秘書官とする。彼には小人サム，海蛇，そのほか彼の博物館に展示されて
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イギリスの新I1llはどのように人気歌手JennyLind（ジェニー・リンド）を報じたか

いるもののような外交問題に長いこと知遇を得ている地位からみて，十分その資格があ

る。我々の将来への予想は実現し，次のようになった。

アメリカの妓新ニュース。－ジェニー・リンド電信による

「Punch」Office，８５，FleetStl･ect

印刷に回す数分|Ｍ１に，リヴァプールから次に様な重要な情報を受けた。

忌々しいキャプテン・スマートはニューヨークから五日ｌ１Ｉ１の航海のあと，やっと着い

たばかりである。そして次のような権威ある情報をもたらしている。

ジェニー・リンドはヨーロッパには戻らない。彼女のパーナムとの契約の結論として

（かなり肯略しているが)，ジェニーは合衆国の女王として戴冠するであろう。現大統緬が

穏やかに退位するであろう。ジェニーはかくも多くの歌を，地上の肢も賢い国民のため

に，常に歌うという契約を認める。それ故に，大統頒のスピーチを此処に記してきた。

「２つのA1と１本の縞がアメリカの旗に付け加えられた。星はジェニーの'三}であり，

縞はジェニーの髪の毛の房である｡」

これはいかにも「Punch」らしい皮肉たつぶりにリンドに対するアメリカ人の歓

迎振りを表している。特に，この人気ゆえに，アメリカの大統価よりも人気のある

リンドを女王にして共FI1(lillから王制にしたらどうかと提案しているように思える。

「パンチ」は入場券販売のオークションについては－:切触れていない。

１３－３１８５０年９ノ'２８１三1：「ThelllustratedLondonNcws｣－｢ＪｅｎｎｙＬｉｎｄ

ｉｎＮｅｗＹｏｒｋ－Ｆｉｒｓｔｓａｌｅｏｆconcerttickots｣－１iii奏会の最初の入

場券発売一(1).254）

金曜日（いわば大西洋描断同乗記）ジェニー・リンドの最初のjiii奏会における座

席選びのためのオークションが，キャッスル・ガーデンで行われた。この記事は１

頁の１/6強の長さである。さらに９月２８日の－面のトップに彼女のポートレート

が描かれている。（図'１）内容としては，この後に紹介する「ThoTimos」の１０月１

日の記事と重複する部分もある。これは第２回目のオーククションについての描写

であり，イラスト新ＭＩＩの方は初回の入場券販売のためのオークション風景を描写し

ているので，一応要約しながら転祓しておく。

興味深い風景として「額面高〈入場券を買い上げるダフ屋を認めず，パーナム氏

に優先的に売った。彼は股高の値段をせり上げ，自らの利益とした」とある。

ニヒ畷の朝の天候は耐で，ジェニー・リンドの最初の演奏会の入場券の優先発売オーク

ション参加者は少ないと見穣もっていたが，予定時間前からキャッスル・ガーデンの前

は，１ｓの入場料を１１１(るにもかかわらず，３～4,000人がlIlIし寄せていた。この入場料は
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不当な行為だと不満が起こった。参加者

は嵐のような大雨にもかかわらず，傘の

行列が10時から１１時まで１時間もバッ

テリー公園を取り巻いていた。これは普

通の精神状態を超えた興奮であった。狂
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Ｐ'小。､ＤＬｏｒＰ８､■⑪や■．

▼●_方bか－１句■亡■－⑫Ｄ
ＯＩ■ニヒロ々のれ■｢←汀】1町句面＆

可b節力Ⅱ,`函ＴｌＯＯ茸･凡■0
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．-デンの歌姫がこのニューヨークの港に
ジェニー・リンド嬢－－アメリカに出発直前

にとられた写真一一リージェント・ストリー到着して以来常に大騒ぎが起こっている
卜のキルバーン氏によるより

ので，彼らの熱意が冷めないかどうか。

オークションには女性はいなかったが，この興奮状態は消すことのできない出来事とし

て記憶されるであろう。

全席は全て番号が振られ，異なった色の旗で区割りが１１}来ていた。オーケストラ席は

バーナム氏の従業員，オークションで券を買った人，そして報道記者が占めた。

ウォール街８番のヘンリー・リード協会の年長社員のリード氏は，オーケストラの前

の観客席を登り，ジェニー・リンドが立つことになる場所に今や立っていると言った。

(笑い）アメリカにおけるジェニー・リンドの最初の演奏会の最初の座席選択の権利を

持ち，彼は最初の入場券を売り始めた。最初の入札は＄２５であった。そしてアーヴィ

ング・ハウスとニューヨーク・ホテルとの間でコンテストが長い間行われ，どちらの入

札も爆笑する見物人の関心を集め大いに盛り上がっていた。３名の医師（名前が挙がって

いる）が券を買うために入札した。しかし帽子屋のジェーンが買う決心をし，この券を

失うくらいなら＄500出してもよいと従業員に指示したらしい。今までに，1枚の入場

券のために支払われた額では一番高い＄225という高額で彼が落札した。事務員が名前

をアナウンスすると，今までにない熱狂的な騒ぎが起こった。彼に指揮されている人々
子ライス･チケット

は椅子の上に立ち_上がり，３回歓声を上げた。次の予約券はロピンソン氏に＄２５で
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イギリスのWTIlIlはどのように人気歌手JennyLin('（ジェニー・リンド）を報じたか

売られ，（[(i段は＄１５から＄１０まで落ち着いていった。岐初の大h慣いはアーヴィング・

ハウスの私的なボックスの４席であった。２人の];要な競争｜１１千はアーヴィング・ハウ

スとニューヨーク・ホテルであった。後者はそれを＄３５で買い，４席で＄140である。

500枚の選択席を売った後，この建物の中で，奇妙なことに選ぶ特権があるにもかかわ

らず彼方11t力ばらばらに席を確保するというような選び刀をしている。15,12,10ドル

|[Ｉした席より遥かによい席を後に５～６ドルの値段でYXっている。売られた席とｌｎ１じく

らい良い席が未だZ&っていた。オークションは次第に終わりだし，席のﾊMvll図がなかっ

たので初めのうちは少しIilIliFLした。しかし，選ばれた席と椅子が売り払われた後，オー

クション参り'1者は現'''１１［し〈入場し，勿論優先席として売られた席は全て人場を許可さ

れ，物ｴ|;は速やかにスムーズに行われた。下方の妓iiiiﾀﾞﾘとギャラリーの岐前ﾀﾞﾘの席が先

ず売られ，そして下方の２ダlIとギャラリーの２列を売った。そして３時に1,400以上

まで売られ，販売は延ｊ０ｌされた。ブロードウェイの音楽111iホール氏とその息子がかなり

の枚数をダフ展から闘った。岐後に売られた券は＄５であった。平均の(１h段は＄6.38

である。入場券の前売りの売上げは＄9,119であった。イ分のＩは未だ売れ残っていた。

そこで入場券が企部売れれば疑いなく巨額の売り上げが火1Mする。1枚＄３でも空席が

埋まれば全部で＄20,000に達するであろう。

ジェニー・リンドのコンサートの延期された予約販売のオークションは，１１１１１Mの朝

１０時にキャッスル・ガーデンでTI淵された。土'11Mと同じオークション参/IⅡ者のリード

氏は，いち早く席を競り藩とした。立席はもっと(岬ｌｌなギャラリーにlＡｌ定された。会場

は以iiiiより混雑していた。非常に'二|立ったことは上流社会ではなく，ものすごい大群衆

である。皿漸が高潮していた。時１%1が限られていたため，リハーサルが211ｹﾞに召集され

ていた。10枚ではなく２０枚のチケットを買う特椛を，前の'二lと|丙１じょうに買い手に与

える必要があった。１１ｹ'''１がまし迫ってきたら，１人当たり５０枚も売られ，岐後には，

岐後から４番'三lの闘い手にバランスを取る特権を与えた。１度に193枚ホール氏が買い

きった。プロムナード券が`100から６００枚を1枚に付き＄３で，アメリカン・ミュージ

アムで売ると発表された。ギャラリーの上の階段席の場iﾘiは新'111社に;I{'|り当てられ，会

場の下方の場所は報iiji人に}'('１り当てられていたが，’''1巡って売られてしまった。ホール

氏が多く買ったのだが，ホール氏は1,800枚注文した。販売終了近く，彼の利益とし

て＄2,000を提供されたが，彼は断った。

この記zliから聴衆はオークションによる入場券のl仮売に↑l1lれていないようであり，

また，オークションそのものを楽しんでいるようでもある。したがっておかしな値

段がつけられている邪が分かる。

１３－４１８５０年１０)１１［Ｉ（火）：「TheTimes」の記Zll

｢JonnyLin(ＩｉｎＮｃｗＹｏ１．k」「ニューヨークのジェニー・リンド」の兇11}しで１
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コラムぎっしりと記載されている。９)１１７［|ニューヨークの同業紙からのりⅡ|)。

以下はリンドに関する特別記事からの抜粋である。

ニューヨークでリンド嬢は凱旋的歓迎を受け続けている。11日水曜の夜に行われる

妓初の演奏会はｆ5,200に達し，見物人と聴衆の熱狂振りは言葉では言い尽くせないほ

どであった。リンド嬢は後にｆ２００を音楽１１ｲlJIMusicalFundSocietyに購呈した。そ

の見返りに生涯会員の資格を与えられた。ベネディクト氏ともう１人が名誉賞を授与さ

れ，そのお返しとしてニューヨークのオーケストラの水準の高さをヨーロッパで語るこ

とになった。２回目の演奏会のIlXjiltはβ4,400であった。３[回１月は１８日に行われ，リン

ド嬢は「ハーデマンの１１１の歌」を歌った。彼女はニューヨーク・ホテルで隠遁者のごと

く静かに過ごし，毎晩従兄弟と秘諜と乗馬を楽しんでいる。絶えずさまざまな招待状が

送られてくるが，ほとんど断っている。１２［|にはドイツの合唱団リーダークランツが

訪れセレナーデを歌った。そのお礼に彼らを''１に招き入れ歓談し，彼女の演奏会で歌う

ように申し出ていた。ベネディクトが作lll1した「思いlluを歌うことになった。

ここで，彼女はドイツ人の移民からなるこの合１１|言|団に，祖国ドイツのほうが音楽

や詩が豊かで郷愁を感じないかとｌ１ｌうているのに対して，彼らは反論している。

入場券の売り方と値段は軍要なのでＩ腕仙しておきたいと思う。その問題をかなり

詳しく報告している。

木曜日，キャッスル・ガーデンにて/|:前１０'1＄半，ジェニー・リンドの第２回演奏会

の入場券のオークションが，リード協会により執行された。前２回のオークションほど

の大きな興奮はなかったが，チケットに対する要望は確実で，よく売れた。平均＄4で

売れ，更にプロムナード（ここで雌'２土''１１）券が＄2で，およそ500席が売れた。かくし

て6,000席が売れ，全席の売り_上げは＄26,000であった。

ジェーンGeninの＄225の席はホール＆サンズが＄５で買った席である。４席セット

のジェニー・リンドの私的ボックスシートは1枚が＄5.5で買われた。舞台正面のボッ

クスシートも同じ値段であった。岐初のオークションで４枚＄140,あるいは1枚＄３５

で売られたジェニー・リンドの私的ボックスシートは買い戻されることになる。

チケットの最高額は＄９で，アーヴィング・ハウスが４２枚を確保した。そのうち８

枚が＄7.5であった。こうした例外はあるが，皿常チケットは1枚＄５から＄３で売ら

れた。ホール＆サンズ社は＄３券を２０００枚買った。チケットを購入したことを新聞紙

上に名前を公表させる似非貴族主義者がいた。一部の名前を公表したものは，チケット

代を支払い，妻も娘も同伴させずに|皇|分たちだけで楽しむほど利己的であることを示し

ている。女性の鑑賞は主に水Ｍ１の'1ﾘ(lに|ＩＭＬた。

オークションで買われた券を，又売りするわけだが，競り落とした値段よりも安
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イギリスの新聞はどのように人気歌手JelmyLilld（ジェニー・リンド）を報じたか

く売ることはないと思うので，人気があれば，値段はプレミアムがつき，鰻登りに

高く競りあがるであろう。それが，ジェニー・リンドの演奏会の値段が，他の誰よ

りも高く，めったにいけなかった理由のようである。エイジェントならぬ，通称ダ

フ屋といわれる仲買人が儲けるだけではないだろうか。このオークションによるチ

ケットの売り方にリンドが批判的で，次回このキャッスル・ガーデンで演奏会を開

く時にはオークションによる販売はlこめてほしいと要望し，またチケットの値段も

下げさせ，平均＄２５に押さえ，また平土間のプロムナード席（立ったままか，良

くてベンチがおいてあるか，椅子を貸し出す）は＄１に値下げした。

興味深いのはオークションで高い値をつけた人物の名前が公表されることであり，

これは宣伝効果を持つために，入場券の高値も宣伝費と思えば安いと感じられたの

かもしれない。

ジェニー・リンドがボストンへ行く前に，「キャッスル・ガーデン」であと４回

櫨奏会を開く。

現在ではこのホールを使わざるを得ないであろう。また戻ってくれば，マーサー・ス

トリートのホールで歌うことになるだろう。キャッスル・ガーデンより収容人数が遥か

に少ないから，チケットの値段は高くなるだろう。バーナムとの契約で彼女が受け取る

ことになっている＄150,000は，全額彼女の祖国の学校に寄付すると，アメリカ来訪以

前から「Herald」で宣言していた。彼女はこの決意に執着しており，この総額は教育

という高貴な目的のために当てられる，といわれている。彼女の友人たちはこの極端な

物惜しみしない態度を改めるように忠告したが，彼女の答えは，両親のために備え，ま

た自分自身のために十分な収入として年間＄6,000確保し，彼女自身，自分の声がまも

なく失われるであろうことを察知しており，力の:有る内に祖国のために義務を果たした

いというものであった。彼女の類まれな歌唱の独自性と，ジェニー・リンドが世界で最

も人気のある女｣性であることを誰が疑うであろうか。

この１週間前にブラディー氏の当時最新の科学技術を用いた写真ダゲレオタイプ

のスタジオを訪れた。当時まだ「写真」に相当するフォトグラフという言葉もアメ

リカでは使われていなかったのか，likenessと書いている。彼女のlikenessを作

るためにブラディー氏のスタジオを訪ねた。彼は客引きのためにギャラリーを経営

していた。彼女がブラディー氏のギャラリーにいることが知られると，大勢の群衆

がその周辺に集まり，出来上がるまでますます群衆は増え続けた。リンドは逃げ出

すために，気が付かれないようにブロードウェイを避けで，フルトン・ストリート

側のドアから出ようとした。しかし群衆にその動きを察知され馬車に手を突っ込ん

できた。馬車は完全に包囲され御者は馬を鞭打ち，１，２名が投げ出されたが，ひ
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どい怪我はなかったり。（'又'5）

土曜には火曜の旗奏会の入場券を買うためにパ

ーナム・ミュージアムに人が111'し寄せた。オーク

ションの時のようによく売れた。後のほうの席は

＄２でプロムナード，ホールの下の部分で通路の

周りの立席，バルコニー（大井桟’1(）は＄４であ

った。

９月１６日の昼の１１１|寺にジェニー・リンドの３

回目の演奏会のリハーサルがキャッスル・ガーデ
バルケソト

ンで行われた。平｣1''１１(よ見物人で半分以上が埋ま
図５１８５２年に写されたダゲレオ

タイプ(写真)。MntIIlewIB、っていたため，リンドはリハーサルであって演奏
IBrll(lylll1(lLlItIucl､IlosweⅡ

会ではない，とかなり不快に思っていたようであ

る。そのために最初は歌うのを拒否するのではないかという雰'111気であった。リハ

ーサル中，リンドはボンネットを被ったまま座っており，全力投球しているように

は見えなかった。８，０００人も収容する大きな空|M]で翌|]歌うことになっている芸術

家に全力投球することを｣川待するのは，無理である。その晩のプログラムには５曲

歌う予定になっていたが，更に11111が付け加えられ，『エコー・ソング」を歌うこ

とになった。このような事は１晩に誠にでもできることではない。

最高額の席が少し残っているとのことであったが，当｢1ほんの短'1$'''１で全て売り切れ

た。今までになくilMj員になりそうである。今までイギリス人を何とか打ち負かしてきた。

あるはイギリス人を凌鯛しようと勤めてきた。音楽の興爾において我々（アメリカ人）

はイギリス人を打ち負かせるかどうかは，今後にかかっている。

これが要約を含めて，リンドのニューヨーク・デビューに|)Mする「TheTimcs」

に載った「Herald」紙の内容紹介である。リンドとは|典|係なく，アメリカ人がイ

ギリスにライヴァル意識を持っていたことを表しているのは興味深い。

次のイラスト新llilの記事は，イギリスのどの新聞も扱っていない記耶内容である。

それはアメリカでのリンド減奏会で，リンドが歌うことになっている懸賞詩を発表

していることである。しかもその入賞作品のみならず，進に漏れたが，作品として

はこの方が良かったという作品も載せており，その理['1が述べられている。

1850ｲIilOﾉ]５１］：「ThelllustratedLondollNcws」の記事

ＬｉｎｄｉｎＮｅｗＹｏｌ､k」(1).２８４にニューヨークのキヤッスル・ガーデン

１３－５

｢Jenny
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イギリスの新'111はどのように人気歌手JclmyLind（ジェニー・リンド）を報じたか

ラスト）（図6）

ニューヨークのキャッスル・ガ

ーデンでのジェニー・リンドの最

初の演奏会の夕べは，抑制の効か

ない熱狂がニューヨークに蔓延し

た。６千人の観蒋が大きなサルー

ンにこの興味深い機会に集合し，

スウェーデンのナイチンゲールの

入場に歓喜するさまは，鷺嘆に値

するほど圧倒的であった。数分間

で彼女の感怖は落ち着きを戻し，

のイラス

図６キャッスル･ガーデン，ニューヨーク（現在

はバッテリー公園であるが，勿論この建物

は現存しない）

妓初の歌,オペラ「ノルマ」のアリア「CastaDiva」でそれを訂lilU1した。減奏会が進む

につれて，ジェニーは全力を取り戻し，声の優しさと表情はなかったが，パトスはさら

に勝利をもたらした。演奏会は懸賞歌を彼女が歌うことで締め括られた。それはパーナ

ム氏が＄200を提供して募集した歌である。審査委員会はベイヤード・テイラーの入選

を決定した。

GreetingtoAmel､ica Wol･(lsbyBayal･dTaylol-MusicbyJulcsBenedict

Igreet，ｗｉｔＩｌａｆｕⅡｈｅａｌ､t，thelall〔ｌｏｆｔｈｅＷｅｓｔ，

Whosebalmel・ｏｆｓｔａｌ､ｓｏｅｌ・ａｗｏｌ･ｌｄｉｓｕｍ･OII，(I

WI1oseemlDireo，Cl･shodowsAtlantic，ｓｗｉｄｏｂｌ･east，

ＡＩ１ｄｏｌ〕ｅｓｔｏｔ１ｌｃｓｕｎｓｃｔｉｔｓｇａｔｅｗａｙｏｆｇｏｌ〔ｌ１

Ｔｈｅｌａｎ(Ioftllcmoulltain，ｔｈｃｌａｎｄｏｆｔｈｃｌａｋｅ，

ＡＩｌｄｌ･iversthatl･ollinmagnificenttidy-

Whe1℃ｔ}lesoulsofthemightyfromslumbel・awakc，

Andhallowthesoilfol、ｗｈｏｓｅｆ1℃edomtheydied1

ThouＣｌ･ａｄｌｃｏｆＥｍｌ〕i1℃１thoughwidebethefoam

TI1atsevel･ｓｔｈｃｌａｎｄｏｆｍｙｆａｔｈｅｌ･ｓａｌｌ〔lthee，

１ｈcal､，ｆｌＤｍｔｈｙｌ〕osom，ｔｈｅｗｅｌｃｏｍｃｏｆｈｏｍｅ，

Fol、ＳｏｎｄｈａｓａｈｏｍｏｉｎｔｈｅｈｅａｒｔｓｏｆｔｈｅＦｒｅｅ１

Ａｎｄｌｏｎｇａｓｔｈｙｗｌｌｔｏｌ･ｓｓ}ｌａｌｌｇｌｃａｍｉｎｔｈｅｓｕｎ，

Ａ､(ｌｌｏｎｇａｓｔｈｙｈｅｌ･ＯＣＳ1℃mombel・theirsca１．s，

Ｂｅｔｈｅｈａｎ〔Iｓｏｆｔ１ｌｙchil〔１１．enullitedasone，

AndPeaceshcdhel、ＩｉｇｈｔｏｎｔｈｅＢａｎｎｅｒｏｆＳｔａｒｓ１

この詩は幾分変わっていて，内在的な価値で評価されたわけではないが，委員会が

これを入賞歌と決定するに至ったlII1ll1は，これに旋律をつけるベネディクトが他の
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詩よりも音楽を付けやすいということであった。他の委員は次ぎの

script」の編集者，エイプス・サージェントの作品を良しとした。

｢BostonTran‐

SalutationtoAmcrica

Lan(Ioftllebeautiful，１an(Ｉｏｆｔｌｌｅｌ1℃e，

Ｏｆｔｅｌｌｍｙ｝】cal･ｔｈａ(Ｉｕｌｌ､lle(１，Ｉｏｎｇｉｎｇｔｏｔｌ〕１，０(〕；

Oftenhadmountain，lakeⅢｔｏ1.1,011t，all(Ｉｓｔｌ･Cam

()Ieam，(ｌｏｎｍｙｗａｋｉｌｌｇｔｈｏｕｇｈｔ，ｃｒｏｗ(IC(１ｍｙ〔11､Cam：

Ｎｏｗｔｌｌｏｕ１℃ceivostmofl℃ｍｔｌｌｅｂｌ､Ca(｜sea，

Lall(Iofthoboautiflll，Ｉall(Ｉｏｆｔｌｌｃｆ1℃ｏ１

Fail・ｔｏｔｌｌｅｅｙｏｉｎｔ１１ｙｇｒａｎｄｅｕｌ・tIloual､t；

Ohdoublyfair，（Iou1)Iｙ（1cal・totlle1Ical･t1

Fol、ｔｏｔｈｅｅｘｉｌｅ(１，ｔ１ｌｅｔｌ．o(1(Iell，ｔ１ｌｏｌ〕COT，

ＴＩｌｒｏｕｇｈｔｈｅｗｉ(1oworl(Ｉｔ１１ｏｕ｝〕&ｌｓｔｏｌ〕ｏｎ,(Ｉｔ１ｌｙｄｏｏｌ･；

Millionscrow(Iill，ａｎ(Ｉａ1℃wolcomedl)ytIIce-

Landofthebealltiful，Ｉall〔ｌｏｆｔｈｃｆ1℃０１

Ｌall(Ｉｏｆｔｈｅｆｕｔｕ1℃．Ｈe1℃Ａｌ･tslMlⅡｌ･Cl)ail-

KiI1(ＩＣ１．ｔ}lygaletIMmhel・ｏｗｌｌ（１１．ociallail．，

SiIucchol、ｎ．uevotfll･ieseve】、havefoull(Ｉ

Ｌｏｆｔｙ（lcsol､ｔｂｙＡｍｏｌ､ｉｃａｃｌＤｗｎ，(１．

ＷI】e1℃，inIlerl)l､i(IC，sIloul(ＩｓＩｌｃ（IWCⅡ’１〕ｕｔｉｌｌｔｈｅｅ？

Ｌall(Ioftllcbeautiful，Ｉall(Ｉｏｆｔｈｅｆ1℃０１

Scull)tul･ｅｆｏｒｔｈＣｃｓ}IaⅡimmortalizoFo１．ｍ，

PaintingiⅡumine，ａｎ(１１，oetl､ｙｗｏｒｍ；

Music（IevotoaⅡhcl、fervors（Iiville

'1,ｏａｈｃａｌ･t-serviceatLibel･ty'ｓｓｈｌ･inc-

TiⅡａⅡｔ１ｌｙｇｉｆｔｓ（Ioul〕ＩｙＩ)l･ecioussllall1)c，

Landofthcboalltiful，Ｉan〔Ｉｏｆｔｈｅｆ1℃０１

Hail，ｔｈｏｍ，RCI〕ublicofWas}ｌｉｌｌｇｔｏｎ，IMlil1

Nevol・maystal・ｏｆｔＩｌｙＵｎｉｏｌｌｗａｘＩ)ale：

HCI)ｃｏｆｔｈｅｗｏｒｌ〔１，ｍａｙ〔Mlc1lomc11ofilI

Fa(Ｉｅｉｎｔｈｏｌｉｇｈｔｏｆｔｈｙ６ｄＯＳｔｉｎｙｓｔｉⅡ－

Ｔｉｍｅｂ１､ing｝)utinc1℃asoal〕〔lhonoul、ｔｏｔｈｃｏ

Ｌａｎｄｏｆｔｈｅｌ〕o【lutiful，Ｉall(Ｉｏｆｔｈｃｆ1℃ｃ１

もしジェニー・リンドの索１１１Mらしいヴォカリゼイションが喜ばせ，楽しませなければ，

いかにバーナム氏が彼女の慈善事業とニューヨークにおけるその他の公的組織に対する
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イギリスのWillllはどのように人気歌手JelmyLin〔Ｉ（ジェニー・リンド）を報じたか

高賀な行為を公表しても，このiMl異的な熱りIはかくも高く嘘Ｉ)」Zがることはなかったで

あろう。iiiij奏会の終わ')に，バーナム氏は，実際舞台の上は捧げられた花束で文字通り

埋め尽くされていたので，１１'(み_上げられた花束の111を払いのけながら，ｉiiiに進み||}て，

次のように述べた。

「レディース．アンド・ジェントルメン，－皆様にただ一言'|'し上げたいことがあ

ります。それはあの犬使のような存在にとって（といってちょうどジェニー・リンドが通り

過ぎたドアをさしながら)，私が全く卑しい存在であることをお許し願いたい。もし，私

がlWjUmに，「パーナムは(Ｉｌｌ処にいるのか？」と尋ねられるような機会が１１I来ましたなら

ば，その時はすでに永遠に過ぎ去っているに違いありません。率iiL〔に私は感謝します。

こうした今晩此処になしたような催しを開いた後で，バーナムは何処にもいないと。し

かし友人の皆さん，何処にジェニー・リンドがいるかを諮らせてください。私は彼壼女の

宵楽的才能については何もいう気はありません。皆さんの力が私より多くのことをご存

知でしょう。彼女の'''1のみぞｸ(１１りうる，そして名状しがたい声の才能を|ｷさんは今晩堪

能されたこと，抑えきれずにl1iffの気持ちを示された。私は彼女についての環境をお話

せずに，侍さんをお州)しするわけにはいかないのです。彼女は私が話すことを''1みなし

たが。普通ならば，彼女の希望に柵うようにするのですが，私にはそれをお話しせずに

はいられないのです。ジェニー・リンドと私との契約の下で，彼女は全油奏会の収益の

半分を狸る椛利をｲﾌﾞしていることに，我々は合意しております。妓初のコンサートで通

常より多くの額を得ました。この機会に，彼女のi\た利維はおよそ＄10,000近くにな

りました。今朝，私は彼女からのメッセージを受けました。彼女は，この収11kから1銭

たりとも受け取らないというのです。けれども'ﾘ１日のilﾘ１，慈韓の[Ｉ的のためにさらに寄

付したいとI|'しております。次のような内容です。

ilIj防所に＄3,000,音楽||ｲﾄ１１にＳ2,000,寄る辺ない人たちのホームに＄500,貧困女

Ｉｌ２の救済に＄500,iiijllill協会に＄500,有色人と老人のホームに＄500,イ丁色人と孤児院

に＄500,女性貧窮者産科施設に＄500，ニューヨーク孤児|塊に＄500,プロテスタント

半孤児院に＄500，ローマカトリック半孤児院に＄500,老婦人施設に＄500,トータル

＄10,000．

これ以上の金額が彼女にもたらされた場合には，改めて，後に適切な慈善４１「業に寄付す

ることになっております｡」

この発言の後，11.をﾘｻﾞ〈ばかりの''1}びが続き，それこそ表現の(１２棟もなかった。多く

が，それもり)性の聴衆のｌｌｌでさえも感極まって泣き１１'すものが||}た。夜''1にジェニー・

リンドはニューヨーク音楽||ｲﾄjlにより，彼女のためにセレナードが奏された。ノ【)Ｗ｣の演

奏会の入場券により受け取った総額は正確にはわからない。しかし＄30,000から＄

40,000といわれている。Ill子原のジェーンが買い取った脳異的な値段の＄225のチケ

ットは，おそらく一部は宣伝のｌ１的もあったであろう。一部の人たちは友ＩｉＩｊからジェニ

４１



ンのテナントであるパーナムに想像をめぐらす。

美しいジェニーは海を越えてやってきた。

共「Ⅱ三１１義者におもねるために。

忠誠のための微笑を諦めた。

幌子屋の宣伝のために。

ジェニーの２回目の楓奏会は最初の演奏会と旧1じょうに満員であった。ニューヨーク

市長およびそのほかの当局者，トルコ特命余縦公使がちょうど到着し，そのほかの著名

人たちが列席した。どちらのiiiii奏会にもフィラデルフィアやボストンから多くの市民が

詰め掛けた。２回目の油奏会の入場券は＄３から＄６で売られた。受益金は$20,000を

超えた。ジェニー・リンドは彼女のアメリカ訪llIlにより受けた利益を，生まれ故郷スウ

ェーデンに学校を設立するために貢献したいと発表している。彼女の要請により，バー

ナム氏は，将来，サルーン席のためのチケットに各＄２ずつを付加し，プロムナード席

には＄ｌを付加するつもりであることを公表した。

第３回目の演奏会は蒸気ｉｎの|B発で行われなかったが，（ニューヨークの新ljllによれば）

先週の日曜と土曜には絶えず席に人が群がり，入場券は前回のオークションよりは多少

安く売られた。

３k』|目の演奏会のリハーサルが始まる前に，音楽'１ｲlillの教会を代表してジョージ・ロ

ーダー氏がリンド嬢に，１１ｲＩＪＩの特別委員会の決定として，彼女の寛大な寄付に感謝の意

を表し，生涯会員の資烙を授与すると宣言した。決議文は仔牛皮紙に清書されている。

懸賞詩を募集して自分を賞賛する詩に}lI1をつけた作,W,を，当の本人が歌うというの

は珍しいことだと思うが，何の拘りもなく演奏されているようであり，その浪奏に

ついてのコメントは一切ない。しかしパーナムが，彼女の寄付行為について，観衆

のiiiでアナウンスしたことで，ますます聴衆を刺激し感動させたようである。この

事はイラスト新聞のみが報じている内容である。

13-61850年１１月２３［|：「TI1eIllustrate(ILondonNews」の記事

「JclmyinTheUnite(IStutcs｣－ジェニー・リンド嬢の名前は彼女が訪れる都市

の宣伝コラムで，｝ﾘlらかにlliii下に彼女のイメージを形成する。彼女の存在は何処におい

ても，商業活動を活Ｉｌｌｉ化しているように思われる。ボストンおよびフィラデルフィアの
テイプロマ

新ｌｌｉｌで，任意に次のような記亘|;にlIl会う。「賞状」は(illil図がある。－ハノーヴァー通

りとサーレム通りの角にある店のＷ､Ｂ・リトル氏は「メカニック・フェア」の霧)ｌｉｌＩか
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イギリスの新聞はどのように人気歌手JennyLiIud（ジェニー・リンド）を報じたか

ら２つのメダルと賞状を受け取った。……略……リトル氏がおそらく最も高く値をつけ

たものはジェニー・リンドから鈩彼女自身の次のような手書きの賞状である。「拝啓

お菓子の美しい見本をお送りくださり有難うございました。例外なく私が今まで見たな

かで最も素晴らしい品物です。敬具。ジェニー・リンドボストンにて1850年10月」

「PhiladelphiaSaturdayPost」の最近号で「今週はジェニーについての記事を

閉じなければならない」と述べている。そして「この都市のレストラン経営者に彼

女から送られた特徴的な覚書を添えてあった｡」このレストランの経営者は，彼女

のテーブルにボボリンクの束を彼女の前に差し出した。：－これに対してリンド

の手紙が記載されているが，ポポリングとは可愛らしい小鳥で，それをくださるの

は嬉しいが，小鳥にとっては不幸で残酷だと書いている。つまり森の中で踊ってい

る方が小鳥にとって幸せでしょうという。

ボストンにおいて＄625で入場券を買ったオシアン．Ｅ・ドッジＥｓｑは最高額の

券を買った市民として描かれている。オシアン・ドッジはボストンの音楽ショップ

の経営者である。彼は１０月２８日の月曜の夕，トレモント・テンプルでの演奏会で

披露された。ヴァーモント洲のバーリントンのジョーン・』・サックスＥｓｑはドッ

ジＥｓｑが最高のコミック・ソングのために提供された＄50賞の勝利者であること

を宣言した。－NewYorkLiteraryWorld（３０行）

＊EsqはEsquireの略で，下の爵位。Ｋnightの上でGentleman階級。

アメリカでの出来事を地方紙から転載して，当地でのリンドの人気の様子を事細か

に再現して見せているのは，やはりイラスト新聞らしいと言えるかもしれない。

｢TheTimes」はそこまでは報じていない。しかし彼女のアメリカでの演奏会の報

道は怠ってはいない。

１３－７その後のニュース

リンドがニューヨークについた1850年９月から５２年の５月まではアメリカにお

ける報道になる。その後の記事の日付は1855年１１月８日である。しかしこれも他

社の記事からの紹介である。彼女はピアニストで作曲家のオットー・ゴールドシュ

ミットと，アメリカのボストンで1852年２月に結婚し，しばらくボストンに滞在

し，その後ニューヨークで「さよなら演奏会」を開き，来たときと同じアトランテ

ィック号でアメリカを後にした。次の記事は，1852年１１月８日夫と伴にパリに行

き，そこで貧しい人のための慈善演奏会に現れ，２週間ほどパリに滞在し，ロンド
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ンに向かったという内容である。

1852年11月２７１三|「JelmyLindonVocalMusic」という記事は，ジェニー・リ

ンドが若い女性に当てた個人的な手紙の抜粋である。これはボストンで「Dwight's

JournalofMusic」に発表されたものの転載である。

この記事は－人の若い女性が7Ｉｉ楽を学ぶためにイタリアに留学すべきかどうかの

アドヴァイスを得るために，知人を介してリンドに紹介されたので，それに対する

リンドの返答である。これはイタリアで新しく歌11H法が考案されたことに対して，

リンドは自然ではないので勧めないというものである。おそらくベルカント唱法で

あろう。さらにコロラチューラ・ソプラノがⅡ}始めたことでもあり，リンドはヴェ

ルディの声楽は，あらゆる声楽家にとっては危険であるとさえ述べている。歌い手

は作'''１家のために犠牲になってはならない，とまで述べている。この若い女性には

ロンドンでもパリでも声楽は学べる。ロンドンやパリに１年滞在すれば進歩するこ

と請け合いである。ドイツは声楽にとっては良い場所とはいえない。それはドイツ

語の発音が硬すぎるからである。声楽にとってはイタリア語が絶対に好ましい。し

かしドイツは真の音楽の土地であるという。

真の芸術家であるなら，芸術の純粋の特質はドイツで身につけることができます。し

かし芸術的良心を身に着けた優れた芸術家になりたければドイツとドイツの優れた音楽

家を知らなければ，公衆の前でiiii奏するには大きな損失です。ドイツが芸術家にとって

如何なる国であるか知っているつもりであり，またイタリアの音楽学校を精一杯崇拝も

しています。けれどもドイツ音楽を雑木的作業とみなしていなければ，私のイタリア式

発声法の知識もなんら私を満足させることは１Ｍ(なかったでしょうし，また音楽的才能

も成長しなかったであろうと信じています。若いi1i女の心に熱意を持って強い印象を与

えようと願ったのは，イタリアの歌とドイツの音楽とを結びつけてほしいと思ったから

です。それぞれが互いに必要としているものなのです。若い女性は，最も難しいアリア

においても，最も単純な歌におけると同様，真実の美しさを兇'1}す努力をすべきなので

す。最大の秘密は本人自身にあるのです。恨みや妬みに対する妓も強力な防御は本人の

0111に有るのです。

この文章から分かることは，これはあくまでも私見であるから，本音を述べてい

ると見てよいであろう。彼女はイタリアへは訪れていない。イタリア語も下手であ

ったといわれている。彼女はイギリスへ行くにあたり，英語の能力を気にしていた

ので，語学が声楽にとって重要であることは知っていたはずである。当時声楽，特
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イギリスの新聞はどのように人気歌手]Cl〕nｙＬｉｌｌｄ（ジェニー・リンド）を報じたか

にオペラの世界は，今でもそうだが，イタリアがIlJ心であった。彼女もマイヤベー

アとメンデルスゾーンにその才能を兄Ｈ１された人物であり，クララ・シューマンと

も友人であったことからも察せられるように，ドイツの音楽を波奏していた。それ

でもオペラを歌っていたころは，ヴェーパーの『魔ﾘﾘiの射手』がやっとドイツを代

表するオペラとして上演され始めていたころであるが，ロンドンではイタリア語の

題名を付けて上演されたとも言われているほど，なんと言ってもイタリア・オペラ

が全盛時代であり，やっとドイツ・オペラが｣1iijiiされ始めたころであった。ニュー

ヨークでもイタリア・オペラの全盛時代で，ドイツ・オペラがやっと紹介される程

度で，あくまでもイタリア・オペラ推進派がイニシアティヴをとっていた時代であ

った。リンド自身もイタリア・オペラに111演していたことは事実である。さらに，

この手紙で，ヴェルディの音楽は声楽家を苦しめるように述べているが，ヴェルデ

ィは彼女のためにシラーの原作に基づくオペラ「群播｡llMasnadieriを作'''1して

おり，ロンドンでリンド主減により初演している。llWiij歌手たちは喝采を得ている

のであるが，オペラ作品としては，残念ながら失敗作といわれているのである5)。

彼女がイタリアのベルカント'''１法には馴染めなかったのであろう。イタリア唱法

に批判的なのはそのせいであろうと思われる。しかし良い声を聞かせるための発声

法を重視するのがイタリアであるならば，音楽の深い心を身につける文化的土壌は

ドイツである，と言いたかったのではないだろうか。

ただ，ヴァーグナーとその信奉者たちは，リンドに対して批判的であったとい

う6)。

141858年から1887年の記事

１４－１１８５８年６月２３日：「TheTimes」の記耶

「JelmyLilld」リンドはアメリカから帰り，夫がドイツ人であったことから，

夫と共にドレスデンに居を柵えていたようである。そしてロシアヘも足を(['１ばそう

と旅行を計画していたようであるが諦め，ロンドンに定住することに決めた。ドレ

スデンの住居の家具調度品はかなり高価なものが多く，それら全てハンブルク経由

でロンドンへ向け発送された。ジェニー・リンドはロンドン近郊ウィンブルドンの

ヴィラに桂冠音楽家として引退することにしている。Nieder-rheinischeMusik-

ZeitlＩｎｇより。
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1862年３月３１日：「AChal･itableContl､iblltioll」

リンドーゴールドシュミット夫人は来る５１１および６)]に，オラトリオ『メサイア｣，

「天IUl611造」および『エリア』をロンドンにおいて歌うつもりであることを公表してい

る。ヘンデルの『メサイア」は「お針子被害者救済協会」Thelnstitutionfor

Distl･esse(lNeedlewomellのため，ハイドンの「天地(ｉＩ造』はブロンプトンI1IIi病救済病

院Ｂ1．oml)tonConsuml)tionHospitalのため，メンデルスゾーンの『エリア』は大英

帝ＩＲＩ三[立音楽家協会および王立女性音楽家協会を支援するためである。

l873j1ﾐ５月５日：［JenllyLill(1.-Ｍa(IameJolmyLilld-Goldschmidt］

ジェニー・リンド・ゴールドシュミット夫人は当）ll3FINorthum1〕e1.1an(I-houseに

おいて，ウーリチの聖セイヴァース・ミッション教会の支援で，演奏会を行うことを約

束した。

1883年７月４日：［Ｍａ(IamcLill〔1-Gol〔Ischmidt]－ＴｏｔｈｅＥｄｉｔｏｒｏｆＴｈｅ

Ｔｉｍｅｓ－

この編集者宛の抗議文は，リンドの自宅で行われたインターヴューとして，アメ

リカで報道されたそうであるが，インターヴューを行った事実はない。イギリスの

新聞が載せたといわれているが，どうしたことかという抗議文である。

イギリスのどの新聞にilij(せたのかは不|ﾘ]であり，少なくとも「TheTimos」に

はそのような記事は見当たらなかった。しかしこの投書に対して，何の返答もなく，

そのままになっているが，編集者として，何らかのコメントがあっても良いと思わ

れる。｜ﾉﾘ容は彼女のＦＩ宅で行われた事になっており，彼女の生活とキャリアについ

てのかなり詳細な記事だったようである。投書は７)１３１二1付きである。（１１行）

この年にリンドは王立音楽院RoyalCollegeofMusicの教授に就任しているの

であるが，その関連記事はない。

1887年９月３０日：［JolmyLind]－モルヴアーン・ヒルズのＦ１宅で，彼女の

健駁が優れず，衰弱しているが，精神は異常ないという報道である。Her

Faclllticsremainunimpaire(’

1887年１１月１日「ThcTimos」の記事

[MadameLind-Goldscbmi(１t]－
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イギリスの新'111はどのように人気歌手JennyLind（ジェニー・リンド）を綴じたか

リンドーゴールドシュミット夫人は，精神状態は1ﾘ1Hiiであるが急速に体力が衰え，非

常に厳しい状態にある。

１４－２１８８７年１１)三１３１=1：「TheDeathofJennyLilld」死亡追悼記斗＃

ここにリンドーゴールドシュミット夫人の死を報告しなければならないことを残

念に思うとして，２日の早朝モルヴァーンの自宅で亡くなったとしている。

多くの人はジェニー・リンドの名前でその歴史を思い浮かべるであろう。Royal

CoIIegeofMusicの声楽の教授の職を退いてからそう長くはない。この仕事が彼女の

少女時代から親しんできた芸術の仕事の最後であり，彼女と同等の成功を収めた人物は

そう多くはなかった。彼女は早い時期の絶頂期に舞台から遠ざかり，1870年が最後の

演奏会の舞台であっﾌﾟﾆ。それは夫の作品『Ruth」をドゥッセルドルフでiiii奏したとき

のソプラノを担当したのが股後であった。しかしそれ以後も，慈善iii奏会や私的な場所

では時たま歌っていた。しかし現在のアマチュアの間では，見知らぬ人，あるいはかっ

ての名誉ある人物程度に記憶されているに過ぎないであろう。ijl過して１７年の歳月が

経ち肝存命の人たちの心のlIIにも，彼女のあり日の実践的芸術家としての脚かしい名声

も薄れつつあるだろう。仮に，ゴールドシュミット夫人が30,40年前の，「リンド・フ

ィーヴァー」の殿'１１に亡っていれば，そのニュースはヨーロッパの音楽界にセンセーシ

ョンを巻き起こしたに述いない。この損失は特に彼女を私生iIiliで愛し，尊敬していた親

しい多くの友人の'''１で，嘆き悲しみを持って受け止められたに逆いない。

としてジェニー・リンドの生い立ちとキャリアについて書かれ，さらに彼女の演じ

たオペラ作品，そしてジェニー・リンドの業績と人裕について述べているが，これ

までの記事には書かれていなかった部分を拾って見ようと思う。さらにここでは彼

女のイギリスに与・えた影響について述べている。

スポンティーニの『ラ・ヴェスターレ』については，彼女のお気に入りの演目で

あったと言われているが，イギリスでは_上演しなかったのか，それについて此処で

取り上げた新聞には，記述は見あたらない。声楽の再訓練を受けるためにパリに行

ったことはどれにもli1I1れられているが，当記事によると1842fllパリで一度だけグ

ランド・オペラにＩＭｉｉしたが，成功しなかったために以後パリではオペラにllI演し

ていないことが謀かれている。このパリのオペラ出演についてはほとんどの文献は

触れていない。彼女の名声がヨーロッパ中に知れ渡ったあとでさえも，パリでの出

演を断り続けたとある。しかしパリに滞在したことで，マイヤベーアの知遇を得て，

その後ベルリンにデビューすることになり，それを契機にヨーロッパの寵児になる。
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パリの人たちは，結局リンドの獅台を見損ねてしまったことになる。そして，彼女

と親しかった芸術家として，モシュレスとメンデルスゾーンの彼女に対する評llliを

引用している。

……モシュレス（ボヘミアの１１}身で，後にヴィーンに出て一時期ベートーヴェンの弟子にな

り，Ｆ､リスト以前のピアノのヴィルトルオーソとしてヨーロッパ['１に知れ渡り，イギリスでもヴ

ィクトリア女王のiiiで演奏し，後にメンデルスゾーンの設立したライプチヒ片楽院の教授となる。

作品もある）は，妻への手紙で「ジェニー・リンドに魅惑された。彼女は本当にユニー

クな存在で，２本のフルートとのアリアは，おそらく今までにHl1いた中で最も信じがた

いほどのブラヴーラ（熟練していて巧妙）である｡」と書いている。こうした一流の音

楽家による;ili言はさらにメンデルスゾーンによっても補強される，

として彼の言葉がi]'１１１されている。

「わが人生において，ジェニー・リンドほど高潰で，純粋で，真炎を持った芸術的性

質に出会ったことはない。自然に与えられた天賦の才，研究，そして感情の深さが同じ

程度に一体となって統合されている状態に(ll会ったことがない。その資質の1つだけ取

りＩＩＬ大ならば，もっと優れていた人はいるであろう。けれどもこの３つの資質が全て

同じ程度に統合されている存（[にlll会ったことは今までにない｡」

死後に同名になった歌い手は，こうした人たちからこうした言葉を送られても安全な

基盤に立っているとは限らない。他の同時代の評論家たちは彼女について常に同じよう

に好意的だったわけではないことは事実である。「１９世紀後半の冴楽回想録」の杵者は

ロンドンにおけるジェニー・リンドのデビューを11盤しているが，彼は「私の耳には確

かに幾分鋭く歌った，そして，プリマドンナが↑|ｉｆに偉人なる芸術家であるとは|Ｉ(らない

ことも認める。彼女はただ４つのオペラにおいてのみ成功したに過ぎない。つまり，

『悪魔ロベール｣，「夢遊病の乙女｣，『連隊の娘』そして「フィガロの結婚」である。彼
ﾝヤープな

女の『ノルマ』は完全に失敗である。彼女が絶えず鋭い歌い刀をすること｜こより，そ

れとは逆に顔の豊かな表情により無難に解IiiIiしているが，彼女のレパートリーが限られ

ていたことは全く否定しようがない。舞台歌二Fとしてのジェニー・リンドは偉人なる臘|Ｉ

的情動の解釈者というよりは声楽の芸術家であった。アリスの十字架に面した場TIliでの

彼女の演技は注意深く研究した油技であることは確かであるが，我々が相談した有能な

目撃者たちは，ジェニー・リンドは初めに歌い，後で演技するＳＯＩ),･anileggieri（軽い

持ち味のソプラノ）に属すると言う点で意見が一致している。彼女に|身および一般聴衆

の好むオペラは演技よりも歌うことのほうである。|司時に，ジェニー・リンドおよび同

ＩＭＦ代の有名な同業者たちの一部が，いかに当lMjはやり始めていた，劇的な表現様式に本

分を果たそうとしていたかを，思い巡らすことは興味深いことである。彼女自身の偏向

は実際には'１ﾄﾞ台に対してでなかったことは，1849年と言う早い１１ｹﾞ期にオペラから身を

リ|いたということによっても，十分証ＩＵ１された。それは同年３月１８「|に上演された

4８



イギリスのWillllはどのように人気歌手JennyLilld（ジェニー・リンド）を報じたか

「悪魔ロベール』のアリス役で「如何なる舞台」での最後のlI1iiiiになった。それ以来彼

女の'1}減はコンサートに限られるようになった。彼女のキャリアの初W1の舞台より新鮮

で，有利でさえあり，栄誉を極得した。彼女のスウェーデンの歌はその意味で他と比べ

物にならなかった。そうした素朴で短い歌は町で大流行した。モシュレスを初めとする

当時の流行の作llll家たちはそうした歌をピアノllllに編lll1した。しかしもっと成功を収め

たのはオラトリオの芸術家としての地位であった。メンデルスゾーンのオラトリオ「エ

リア」の歌'''3は，それを聴いた人の記憶に未だに残っている。シューマンのオラトリオ

「楽園とぺり」のイギリス初演で，ジェニー・リンドが独唱のソプラノを歌い，女王臨

席の下ハノーヴァー・スクウェア・ルームで演奏した（1856ｲ'２７ノ}）のも，この偉大

なる芸術家のキャリアとして記憶すべき出来事であった。

ロンドンにおける1847ｲＩｉのデビューについても述べ，評判で人気を独得し，し

たがって流行したあらゆる芸術の前奏lIilになった。此処に２人のマネージャーの経

緯が語られ，次のように述べている。

Ｔｈｅlady，sContinentalsuccessesandhel､privatevil､いles，hcrchal･ity，ａｎｄｈｅｒ

ｃｈｉｌ〔I1ikeinnocence，werecanvassed1)ｙｔｈｅｎｅｗｓｌ)al〕０１．ｗｉｔｈａｆｕⅡnessofdetail

whichwoul(l(IOC1℃(Ｉｉｔｔｏｍｏ(lcmjournalismofaccl､tainclass・

会場が満員になるようなイヴェントの夕べ，信じがたい値段の入場券がエイジェン
フイーゲアー

トによりl仮売され，流inZしたことは驚くに当たらない。「ジェニー・リンド熱」

が，それとなく流布され，そのシーズンに熱狂的にないそしてハンカチ，扇子と

いった類の小物に彼女の肖像が描かれ，衰えを知らない勢いで次のシーズンに突入

して行った。一人の年代記記者は，ジェニー・リンドの|=1が青かったので，皮膚の

上の青い小さな斑点として描写し，「ジェニー・リンド・ポテト」とさえ表現して

いる。著名な批評家チョウリー氏は次のように述べている。

1847年のシーズンの終わりにさえ，最初の瞬間から，新しいアリス，新しい夢遊病

の乙女，ドニゼッティの－彼の最上の－魅惑的な，コミック・オペラの新しいマリ

アについてしか|=lにされず，また考えられなかった。各頁はTIj民の行き過ぎた行為を描

写することに満たされていた。それはシドンスの告別を見ようとBill場の後ろのドアで何

時間も待ち続けていた'三Ｉ々以来の出来事で，リンド嬢が歌う!§'１１易の入り口で，少しでも

近づいて場ilIiを見ようと》!(駄に群がっていた。……要するに，｝Ⅱ｢はiqll型で深遠そのもの

で，〈スウェーデンのナイチンゲール〉に狂喜していた。

スウェーデンllI身のオペラ歌手については徐々に語られるようになっていたよう

である。２年'１１１のアメリカ旅行で稼いだ資金についてはやはりトピックとして取り

上げられており，ここでもｆ20,000あるは＄3,000,000の巨額の富を稼いだこと
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に言及している。ハンブルクで以前に知り合っており，コンサートで彼女を助けて

いた著名な作'''１家のオットー・ゴールドシュミット氏と1852年ボストンで紺婚し

た。アメリカでの懸賞金つき詩のコンペで優勝したベイヤード・テイラーがに|叙伝

を書いているらしいが，その内容については述べていない。

若いリンド夫妻はヨーロッパに戻り，最初はドレスデンに届を構え，後にヴィー

スヴァーデン，それからハンブルクに移った。しかし185Ｍミジェニー・リンドは

もう一度イギリスで演奏会を行い，最終的にイギリスに落ち着くことになった。ほ

とんど社会からのｲ'１対的に引退状態で，賞賛する友人たちにljl1まれたこの大芸術家

は，生涯で意味のあった二つの課題に対する|jU心を決して失ってはいなかった。つ

まり音楽と慈善である。「グローヴ音楽百科二|山」の著者は次のように書いている。

彼女がアメリカで稼いだ全ての資金は，生まれ故郷であるスウェーデンで芸術のため

の奨学金と慈蒋のために寄付し，設立した基金の||ｲ源とした。第二の故郷として選んだ

イギ{リスでは，ほかならぬ慈鮮の'１１でも，リヴァプールには全体として病院に寄付し，

ロンドンにはもう１つの下部紐織に寄付した。友人フェリックス・メンデルスゾーンを

記念して設立した奨学金は彼女の援助と支援でさらに拡大増額し，彼女の寛大さと同情

とはそれらを求めた人たちに，無駄な訴えになることは決してなかった。

晩年のリンドーゴールドシュミット夫人の関心は夫の設立したバッハ合唱団に対

する積極的な関わりで，彼女の夫が指揮している限りは関わっていた。この団体の

減奏会には，常にソプラノのパートの主１１日をﾘ|き受けていた。体'三1は家で過ごすこ

とを好み，モルヴァーン・ヒルズの傾斜地に建つ家を買い，そこで，夫と家族に看

取られて亡くなった。

これが１９世紀「TheTimos」の最後の記二|iになった。そして次の記事は生誕

100年の1920年に現れる。

死亡追悼記二|;は「Thelllusu･atedLon〔{ollNcws」と「Punch」にも1887年１１

月１２日の記Zllがある。「Punch」の記事は詩になっているので，それを転載するこ

とにする。これは珍しく彼女を鰹め称えている詩である。此処にも「TheTimes」

からの引用がなされている。４Ｍ:)]|］については，誕生年がlIll違っている。１８２１

年ではなく１８２０ｲｌｉである。この|Ｈ１違いは他にも見られる。イラスト新聞はかなり

長い追悼記事でイラストが見開き２頁に渡り褐ili1iしている。
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イギリスの新iiilはどのように人気歌手JenIlyLin〔Ｉ（ジェニー・リンド）を報じたか

１４－３１８８７年１１)］121三1：「Pllnch」ＶｏＬ９２の記耶(1).219）

「JclmyLind」

１８２１年１０月６日ストックホルム生まれ，l852j1(2)151三|オットー・ゴールドシ

ュミット氏と結婚，1887年１１)１２日逝去。

「彼女は生涯を通じて二つの主な課題に対する関心を決して失わなかった。それ

は音楽と慈善である｡｣－ＴｈｃＴｉｍｅｓ

この後にＭＵＳＩＣａｎｄＣｈａｒｉｔｙ１で始まる５連の８行詩が書かれている。そして

ＶｏＬｌ６の１５頁参照，と書かれている。

音楽と慈善１全ての兆せる物について，

我々の生涯の愛すべき人たちはこの二つの事柄を訓1和させることができるのだろうか。

天国の|][1の近くに心をリ|き寄せるものは何か，

哀れみの衝動や旋律の感勅させる歌よりも？

よく選ばれた，愛しい歌い手

天賦の才に恵まれ，出会いを作る大きな愛

ジェニー・リンドの経歴で全てがうまく調和していた。

こうした事柄が彼女の人生を楽しくし，彼女の記憶を親しませる。

パンチは，既にこうした灰めかしの表現を旨く使いこなし，

既に４０年も前に，使っていた。

「夜に歌うナイチンゲール」として称えていた。

スウェーデンの歌姫のその悲しい声は

常しえに人の心を助かした。丁度彼女自身が

歓迎する大多数の心をllihかしたように｡そして一人

オペラの美しい合唱の花形スターの【１Jにあって，

いつでも直ちに鼓秤する能力を支援する！

｢親愛なるジェニー・リンド！」だからパンチの歌は彼女のことを歌う

彼女はいまだ「ジェニー・リンド」なのだ。そして愛されている。

天才は褒め称え，流行を追う||ｻﾞ衆は彼女を愛撫したけれど，

彼女は，ほかのスターの様に，闇の傾域に沈むことはなかった。

略い霧の中に

真実の優しい心を育てた人は抵抗する。
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彼女の性格の名声は汚すﾉﾉはない。

彼女の栄光が消えることもなく，大げさな賞賛も彼女をスポイルすることはできなかった。

群集はいかに駆けつけ，111Ｉしつぶし，騒ぎたてる。

４０年前に，彼女の歌に夢'１'になった！

｢夢遊病の乙女」のヒロインの虜になり

フルートのようにl(ll湧き肉hiiる甘さに刺激されて，

親愛なるナイチンゲールの強さのような

アミーナ，ルチア，アリス，それぞれ素lliIjらしい

熱烈な喝采で，その評)Ｉ１ｌＩと興庶で，

彼女の銀色の歌への愛は彼女への愛と混ぜ合わさった｡

そしてそれぞれが良く稼いだＩ群集は押し合いへし合いし，

彼らの寵愛する歌姫の歌を聴くために，その喉から

雲鮫のようにIﾘI暗に，スロッスル（歌報）のように心地よく

澄んだメロディーは飛翔し漂う。

いまや粉々になったリュートのごとく，

冬の巣の中で歌ったナイチンゲール

けれどもその純粋な人生だったことを長いこと忘れることはない

音楽に身を捧げチャリティーに献身したことで。

VoLl6.ｐ、１５参照（水稲２頁1849年）

14-41887年ｌｌｊ］１２１三1：「ThelllustratedLondollNews」の追悼記菖'１

｢JonnyLind」（MadamcLin(I-Goldschmi〔1t）ジェニー・リンド（'ノン’１JonnyLind」（MadamcLind-Goldschmi〔１t）ジェニー・リンド（リンドーゴ

ールドシュミット夫人の追悼文）(1)､561)－３コラムから成る1頁のｌコラムと２５

｢Ｉ.－

この追悼記事はある意味でジェニー・リンドのL|ﾐilliにわたる人気の秘訣と音楽家

としての資質および能力，表現能力，それに人絡の全てについて集大成して纏めて

いるので，この記事'二１体が「まとめ」になる内容だが，長いので此処に要約して紹

介することにする。

４０年前，「スウェーデンのナイチンゲール」がイギリスの海岸に降り立った。そして，

それは自ら老人といわれること，またにIら年老いたことを認めざるをえない多くの人た
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イギリスの新聞はどのように人気歌手JelmyLind（ジェニー・リンド）を報じたか

ちにとっては楽しい思い出となった，善良で慈悲深い上品な婦人，その気立ての良い性

格ゆえに，長い間イギリスの私的な社会で愛されてきた，故マダム・リンドーゴールド

シュミットは，若さと天賦の才能を発揮し活気に満ちていた。かつて彼女は奇跡的な声
了_卜

の力を持ち最も完成した技術を凌駕した純粋な感情の表現Ｉこおいて感動させる誠実さ，

そして何はさておき，決して裏切ることのなかった人間としての本質的な淑やかさと優

しさによる評判によって，音楽演奏の批評家たちに求められる集団をはるかに超えて人

気を獲得し，,憧れの対象になった。彼女が美人であるといわれたことはなかった。彼女

の顔や表情の美点は，青い目，民族的な特徴の金髪，あるいは巾庸な均整の取れた身体

といった，彼女の肉体的特徴にあるのではなく，女性としての善良，親切，わざとらし

くない自然で無意識的な，精itlll的雰囲気の表情のなかに，愛らしい精神が現れていた。

それは最高潮の劇的演技のうちにおいてのみならず，日常の会話においてもその表情を

活気付けていた。歌手としての力量と業績を)ｌｉｌｌ断できる人たちは彼女を大いに賞賛した

が，多数の賞賛者は彼女をほとんど，人間性の道徳的優雅さの新しい個性的顕れと見な

し，大多数の一般の人たちよりも純粋で，高貴な感性の持ち主であると彼女を信頼した。

どこの社会にもｗ彼女と同じように善良な女性は大勢存在したし，また現在も存在する
了ﾐァﾋﾟリテイ

事(よ確かであるが，人々は特に彼女を気立ての良い人とて賞賛したｄ後にガルバルディ

をイタリアの想像上の英雄に仕立て上げたロマンティックな情熱と同じ種類のヒロイン

として，ジェニー・リンドは崇拝された。彼女の名前は何十万人もの貧しい人たちおよ

び労働者階級から慕われた。彼らは貧しい家で，ロンドンの路上で，誰一人として彼女

を見，またこの有名な歌姫を聞いたこともなかったにもかかわらず，純粋無垢な単純な

心を深く掻き立てる理想的な人間性のシンボルになっていたのである。（下線は引剛者）

この時代に有名であった実在の人物で，かくも高い賛美の対象になり，その賛美を実際

に美徳とした人物は他にはおそらく存在しなかったであろう。しかしこの種の崇拝現象

はいくつか目撃されている。何か優れたものにロ然に憧れを持てるような存在や，その

存在を見事に信じてしまうことを実証している。それは日常の倦怠感と凡庸さにより，

飢えていたものである。
フユロール

ジェニー・リンドという－むしろ共通項のない１１１語を使えば－｢情熱」Furoreを

思い起こせる人は比較的少ないであろうが，ロンドンのオペラ界にたった２年間ではあ

ったが，彼女が||}現したことについての明確なイメージを持ち続けているに違いない。

彼女が初めてコヴェント・ガーデン・オペラ座に出演したのは1847年５月４日であり，

そして1849年５)１１８１二１に去った。彼女がオペラからの引退を決意した動機について公

に発表したかどうかは定かではないが，当時は彼女が流行のオペラの主役と，相容れな

い宗教的義務とを見境なく満ずると思われていた。『椿姫」とその他いかがわしい内容

の作品といわれたものを，演じていたことについて後になって批判されたこともあった。

しかしジェニー・リンドはそうした作品を承諾して演じていたわけではないことは確か
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イギリスの新聞はどのように人気歌手JennyLind（ジェニー・リンド）を報じたか

蕊

iliiiilljiliilii傭Jilllllliii

図８故リンドーゴールドシュミット夫人（ジェニー・リンド）のポートレート（写真より作成）

デイ-ン

であった。ｊ山方執事スタンリーの父，ノーリッチの優れた主教スタンリー氏とは親しい

友人で〆彼女の宗教的信念を培った人物である。彼女は金銭上の収益に関して，莫大な

犠牲を払っており，さらにオペラ（リリック）の舞台を放棄して，通常女性芸術家とし

ての輝かしい野望を成功させたにもかかわらず，それを犠牲にした。しかし，彼女の良

心へのこだわりと忠誠心が彼女にとって多くの報償となった。オラトリオにおいて，彼

女の強力な宗教的感情が，その表現に有り余る表現の幅を与.え，慈善演奏会では続く
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10年間を時々歌い続けた。……（このあとは「タイムズ」紙と共通した内容をより詳

しく報じている）……

……彼女はパリに出て研鐵を↑i'(み，マイヤベーアに認められ，彼の予言どおり，稚い

芸術家としての1Wかしい経歴を蹄み'l}すきっかけになった。１８(llfl2にはベルリンとド

レスデンに１８４６年にはヴィーンで'１１演した。メンデルスゾーンとモシュレスは「深遠

なる感情を髄めて，かくも気高く，純粋で，ｉｌＬく芸術の本質をＴｌ)現することに，
エウロギア

祝福され続けていた」と書いている。彼ら(よ共に彼女のユニークさを強調し，また彼女

の声に驚かされている。彼女の１１Mかしい経歴の先附'|行動は十分に成就された。

ジェニー・リンドのこの国でのデビューはｌ８４７ＨＩﾐであった。……今なお口にされる

興奮状態の〃I待によって，聴猴がlRll場に足をjiuんだ音楽家のデビューはなかった。スウ

ェーデンの若い歌手の超越的な美徳についての報道が長いこと行き渡り，ヘイマーケッ

トのオベラハウス（建物は186711:に火災で崩壊し，その後現在の構造にTI『逃された－これは

HerMajesty，sのこと）の舞台に初めて出演した時は聴衆が押し寄せあふれて熱狂的に歓

迎された。こうして獲得された成功はそのままずっと維持され続けた。しかしながら，

ジェニー・リンドのオペラのレパートリーは広くなく，悲劇的あるいは英雄的な深さを

追及するというよりは，むしろ洗練された優雅さと真実の表現を特徴とする性格表現に

その真髄があり，大きな成功を収めた。例えば，７１iの華やかさとか魅力によるというよ

りも，比較的(#ｊかな効果を産み１１}す『ノルマ』のような作品である。彼女は驚くほど声

量が豊かで，特に例外的に広い高f9f域を純音（裏声ではなく）で，しかも声が良く透っ

た。それは銀のトランペットの透き通った美しい汗のようであり，しかも極めて繊細に

コントロールされていて美しかった。彼女のiiij変は最高の芸術的ｉｌｉｉＥＩｌｌｉを完成させてい

た。

Hel､Majesty，ｓ'lWheatreにおける1847年５ﾉﾘにI:演されたドニゼッティのオペラ

『連隊の娘』のマリア役は，ヴィクトリア女王およびアルパート公およびアデライーデ

女王がご覧になった。女王陛下（わが現在の優雅な統治者）はジェニー・リンドを楽しみ，

この魅力的な歌ｌｌｌｌｉに２回も豪蓉な花束を自らの手で投げられたことは，それまでにない

ことであった。その年の７月，ヴェルディのオペラ「溌賊』がシラーの悲劇rDieRiill

bcr』を原本として611作され，｜同lじ|ﾎﾞ11場で，ジェニー・リンドが主演でアマリア役を演

じ歌った。１８４８ｲ'二７)lモーツァルトのオペラがI{Cl･Majesty'sThCat1℃でラムリーに

より製作され，ジェニー・リンドがスザンナの役でＩｌｌ施し，最大の喝采をえた。５月，６

月のシーズンの初め『ルチア・ランメンモール」のヒロインの役での111波は，それまで

のオペラ舞台始まって以来の肢も素l1Iliらしい性絡ＩＩ１Ｉｉ写の演技と歌であったといわれた。

彼女は決して111なる声をひけらかすことはしなかった。しかし仲大なる(ﾙ優のごとく，

人物表現に全身全霊を込めてrlらを投影した。そしてサー・ウォルター・スコットの悲

劇的物語に髄められた苦悩する感Ｉｉｌｊと精神錨iJiL状態に陥る断末魔の激しい死闘を，［Ｍｉｌｌ
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イギリスの新聞はどのように人気歌手Jenl)ｙＬｉｎｄ（ジェニー・リンド）を報じたか

的な力と真実をこめてiiiiiじ歌った。この時代の批評家たちの言葉を引用するスペースが

ないので，ジェニー・リンドの劇的表現の天賦の才は音楽的表現力に勝るとも劣らない

と評価していたことを述べておきたい。しかし彼女の最大の魅力は芸術表現というより

は純粋な個人としての性格で，もっぱら彼女自身であることを望んだことである。

この全ての人から愛された女性は今月の二日にモルヴァーンに近い自宅で死去し，モ

ルヴァーン大墓地GreatMalverncemeteryに先週の土H龍に埋葬された。葬儀は彼女

の夫と息子そして家族と親しい個人的な友人が参列して行われた。マイケル・ビッダル

フ卿がヴィクトリア女王および他の王室の代理として参列し，墓石に白い花輪を捧げ

た。

此処に掲載したマダム・リンドーゴールドシュミットの肖像画はピムリコのエバリー・

ストリートのＷ・＆、ダウニー兄弟による写真を原にして印刷した。

（図版７，８は見開き２頁で１頁：リンドが出演した演奏会とオペラの１場面の６枚セット２頁：

文末に説明されている彼女のポートレートである｡）

１５まとめ

先ず掲載紙（誌）を比較してみる。

最後に，「イラスト新聞」の追悼文を載せたが，「タイムズ」紙と比較して，前者

の方が死者に対して好意的である。後者は当時の批評家の言説を引用して，リンド

の弱点も述べている。ここに批評家としての専門家とアマチュアの聴衆との視点の

違いが歴然としていることが分かる。「イラスト新聞」は聴衆の視点を代弁してい

るといってよいであろう。全般に好意的で，逸話的なものを多用し，分かりやすく

多くの読者をひきつけようとしている。

彼女の生存中には「タイムズ」も決して彼女に批判的な記事は記載しなかった。

時間の経過とともに，彼女が早期に実践から引退したために，執筆者も実際に彼女

の声を聴いたことのない世代に代わっており，聞き込みによる記事の執筆を余儀な

くされているようである。したがって追悼文ではかなり客観的に，専門家の意見を

引Ⅱ]しながら”彼女の演奏と其の作品に対する解釈について記述していることから，

音楽家としての彼女について批判的な人がいたことを明らかにしている。

彼女は慈善事業に貢献したことで，いたる所にその名前が刻まれているのである。

病院，あるいは病棟の名称に，あるいは碑に，メダリオンに。勿論スウェーデンで

は其の比ではないが。そのために彼女の名前は一部の市民の脳裏に焼きついている。

その点では誰も，またどのジャーナリズムも認めざるを得なかった事実のようであ

る。
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「パンチ』は611刊の趣旨通り，記事自体が「詩」であり，「ドラマ」である。そし

て初めは「何処の何方tjIiのつもりか」といった態度であった編集竺者および執筆者も，

実際に彼女の演奏にlillIれてみてリンドの魅ﾌﾞﾉに脱帽したことを告１４Ｉしている。

要するに，彼女の報道の仕方を，此処に；|lllした３誌から読み取ると，以下のよう

に線めることがⅡ}来る。

やはり，裁判沙汰になったことが，スキャンダルとして売名についながり名前が

知れ渡り，初めは「Iiil処の馬の骨か分からない奴」「何方｢様のつもりか」といった

批判的な受け11きめ方をしていたのだが，実際にロンドンに上陸し，其の演奏を聞き，

演技を見たとたん，態度が一変した。それはどのジャーナルも|ＴＩじであった。その

意味ではジェニー・リンドはそれまでロンドンでは見られなかったタイプのオペラ

歌手だったことを意味しているであろう。それは何処が違っていたのであろうか。

しかもヨーロッパの首都と自負する大都会ではあるが，オペラの'１界では後進国で，

自らの一流の作１１１１家Mii奏家も輩(1)していない時代で，経済的には座業革命を経験

しており１人'二1も災'１]して'１]産階級が急増していた，砿かに文字通りヨーロッパの

首都であったロンドンで，それまでに当地で１１航したオペラ歌手とは異なった存在

であったからこそ大騒ぎして受け止められたのであろう。

ドイツのオスカー．Ｈ・シュミッツがDieLalldohncMusik（音楽のない国）

というとき，それはイギリスを指している。ドイツ人から見て，２０世紀初頭にイ

ギリスは音楽のない国に見えたのであろう。それは先述したように，パーセル以来

国際的に認められるような作'''１家を生み出していなかったからかもしれない。しか

し演奏会の数は多く，ｌＭｉｉ料も高かったために，外来の音楽家は後を絶たなかった

のである。

彼女の何処が他とは違っていたのであろうか。それは彼女がただ歌うだけのオペ

ラ歌手ではなかったということで，演技力を持っていた。しかしそれは彼女が始め

たことではなく，当時次第に演技を求める傾向が出てきたことに言.及した記事があ

る。しかもジェニー・リンドは減技派のオペラ歌手というよりも，減技は歌の後か

ら付いてくる歌を主体とした歌手であるとさえ「タイムズ」の追悼文では断言して

いる。この点は馴''１家と，一般聴衆との隔たりを感じさせる。一般読者の新聞記事

では減技派であることを強調していたが，音楽評論の専ｌ１１ｌ誌『アトリュウム』の執

筆者で当時の主導的音楽評論家チョウリーは，もっと冷静に批評しているようであ
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イギリスの新'111はどのように人気歌手JelmyLind（ジェニー・リンド）を報じたか

るが，だからといってそれが正当であるということにもならないであろう。また彼

女の持ち味であったベルリーニのオペラ『ノルマ」の解釈に|則して，世illIを二分し

た論争が行われ，ヴィクトリア女王はリンド派で，評論家チョウリーはグリシ派で

リンドの「ノルマ」は失敗であったと評価しているようであるが，『ノルマ』の解

釈については，現代の2003年に東京で行われた，『ノルマ』についてもいえること

であった。２０世紀を代表する名コロラチューラ・ソプラノ歌手エディッタ・グル

ベローヴァが減奏会形式で行った『ノルマ」に対して，毎日新聞の特別編集委員Ｍｉ

津の論評を除いて，前宣伝ほどには，どの新聞も批評を載せなかったのである。そ

れは『ノルマ」に対するイメージが，マリア・カラスによって作られたイメージが

強烈で，そのイメージが判断の基準になり，それとは異なった解釈に，［|本の評論

家たちが，歌手の名声度から，批判的には書けなかったか，戸惑ったか，編集会議

で否定されたかであろうと思われた。それは，まさに当時のジェニー・リンドのtiｉ

ずる「ノルマ」像と共通するものがあったように思う。

ジェニー・リンドの『ノルマ」は失敗であったとチョウリーは書いているようで

あるが，スウェーデンの現在の流通貨幣の５０ＦｅｍｔｉｏＫ１･onol・はジェニー・リンド

の肖像と『ノルマ』のアリア「CastaDiva」の楽譜が描かれているのである。た

だ考えられることは，「ノルマ」は古代ケルトの女王である。ロンドンがかってロ

ンディウムといわれた古代ローマに占拠される以前に支配していたケルトの女王，

ブディカがモデルなのではないか。そのように考えると，イギリス人にとっては，

ブディカの印象が撒く，Ｉ≦1分を敗北に追いやった敵ローマによりllin落したロンディ

ウムを焼き討ちにする復讐心に燃えたケルトの女王のイメージがあると考えられる。

そうだとすれば，やはり，「ノルマ」は復讐心に燃える情熱的なノルマなのであり，

徒に背き，敵の将軍を愛してしまい，密かに二人の子供まで儲けてしまったが，か

つての恋人の将軍も，部下の若い巫女に心を移してしまったことを知り，すでに自

分には関心を示さないかつての恋人に怒りのたけをぶちまける復讐か，子供を殺し

て|=l害することを思い立つが，哀れに思い，子を思う母親の愛をiimに11Ｉしてノル

マの父に子を託して，自ら徒を破ったケルトの宗教ドゥルイト教の1K女として，責

征を果たし処)｢||される道を選ぶ，母性愛に満ちたノルマ像を強調するかのどちらか

であろう。リンドが減じたのは後者ではないかと思う。それはイギリス人のケルト

の女王のイメージとは違っていたのではないだろうか。しかし一般の聴衆にはブデ

ィカの朧史は知る１１]もなかったのかもしれない。
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此処で，当時のジャーナリズムの報道から読み取ることのⅡ}来たことを挙げてみ

る。少なくともヴェルディのオペラ『椿姫」はフランスの文豪小デゥマの小説『カ

メリア夫人（|滞姫)』であるが，これは高級娼婦の話である。そのせいか，このオ

ペラを「いかがわしい内容」と評していることである。当'1$は高級州婦を題材にし

た話が多く，しかもオペラになったものに『マノン・レスコー」（異なる作曲者の

同じ原作による作品が複数ある）『蝶々夫人」などがある。後者は'三|本では'三1本の

女性とアメリカの船員との愛と悲劇と捉えているが，娼婦の扱いである。こうして

みると，これらも「いかがわしい内容のオペラ」ということになる。こうした道徳

観で見ていたlMj代と地域があったことが分かる。フランスではi1f通でもイギリスで

は認められなかった価域があったことも事実である。

これはそのつど触れたのだが，演出家の存在が見えてこないことである｡作品分

析，iiiii奏上の解釈等については，俳優に課せられたことのようである。それが演者

の批)ｌｉｌｌになっている点が，今日と大いに異なる点であろう。特に，俳優の１１圃技，歌

手の演奏に対する批評というより，聴衆の反応が注目されている。新聞記事は劇場

ごとに書かれているか，音楽の項目として書かれているのであるが，ジェニー・リ

ンドに関してはⅢ１人に関する記事として書かれているので，やはりアイドルとして

の存在に注|=|されたのであろう。他のオペラ歌手に関しては特別の項目ではなく，

劇場および音楽の｣、=|の'１１で固有名詞が登場する形をとっているからである？)。ア

イドル・グッズが生産され，販売され，愛用されたようであるが，これもジェニー・

リンドが初めてだったのではないだろうか。

リンドが波じたドニゼッティのオペラ『ランメンモールのルチア」とベルリーニ

の『清教徒』については，新聞記事としては取り上げられていないが，追悼記事で

は褒めている。何故生前記事にならなかったのか不Ｉﾘ|である。その他，マイヤベー

アの『シレジアの野営』や『ユグノー教徒』についても批評はない。聴衆の評判が

悪かったわけではないのに，新聞記事としては扱われていないのである。モーツァ

ルトは全体的に成功しなかったと書かれているにも関わらず，チョウリーはモーツ

ァルトの「フィガロの結婚」はけなしていないのである。新聞記Z|＃は評llliが分かれ

たものは記載しなかったようにも思える。

リンドのためにヴェルディが作ｌＩＩ１したシラーの原作による『椛llljUについては作

品については何も論評がなく，演者だけが褒められて人気があったと書いている程

度であるが，「イラスト新聞」の追悼文にイラストが載っているのは初めてである。

あら捜しや|I上》l1llがあったことを述べているが，どのメディアが批)卜||的であら捜し
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イギリスのWillilはどのように人気歌手jeIlnyLiI,〔1（ジェニー・リンド）を報じﾉﾆか

をしたのかは不'ﾘ1である。此処では「ノルマ」とモーツァルトの作IW1に対してのみ，

『パンチ』の戯''11から)|('１Wiしうるiliul川11ﾉ]でしか分からない。

ドイツでは「連隊の娘』を取るに足らない作品といってみたり，可愛らしい作,Ｈ１

といったり，）l11lWiがまちまちであることも分かるが，ドイツ人の好みに合わなかっ

たのかもしれない。ロンドンのtiil1'１博物館にはリンド扮する『述柵の娘」の人形と，

身に着けていた赤いバラのネックレスが展示してある。Ｍ'[でも余り」1iiii回数の多

い演しＩとはいえない。

いずれにしても現ｲliと当||#とで，iiiiil=Iに対する好み，あるいは人気が異なるよう

で，当時ＭＩＭ三も人気のある１１}し物は，モーツァルトの('１:lIiT11と解釈にlIU題の多い

｢ノルマ』といってよいかもしれない。

ジェニー・リンドの人気は元来大陸において名声を博し，スター・システムの導

入で，劇場をlMiり」二げるために，大|雌の人気歌手をよび寄せて劇場のiiIIi性化を図ろ

うとしていた時代であることが分かる。その意味で作||||家やiiiiillI家よりもPrima

Donnaで持たせるlMi代であったことを意味している。そのためでもあろうが，リ

ンドの出減するオペラを見るために，大陸からはるばるドーヴァー海峡を越えてロ

ンドンや地力祁市にやって来る人たちがいたことが分かる。１Ｍ在のように欧米のフ

ェスティヴァルにツァーを組んで'１１かけるのとは異なるかもしれないが，個人で見

に出かけることは可能であり，現に多くの'二|本人が欧州のオペラ鵬やiii(奏会に１１１か

けているのである。また，’８０年代より，いわゆる「追っかけ」と称する特定の歌

手の出演を追いかて各地にⅡ}かけていくファンが現れたようであるが，その先駆け

といえよう。

少なくとも１９世紀のiiii半はまだ-1層階級のイギリス人が大陸にグランドツァー

の一環として111かけ，オペラや斌奏会を聴いていた時代であった。当１１$のイギリス

は産業革命を経験したヨーロッパの大都市として，公開のiiiii奏会の数Ｍlえ，有名

人を大陸から呼ぶためにllIiiii料が高脆し，それ故に演奏会の(１１１(段も高かったといわ

れていることから，リンドの淡奏会の値段がことのほか高かっただけではないよう

である。一般にイギリスはllWiil料も高く外来の減奏家によって/'211；られていたこと

は，イギリス１１|身のｉｉｉ炎家，音楽家で国際的な人物がまだ|IIDAしておらず，その点

1980年代の成金'五|家'三１本を髪蛎とさせるものがある。しかしこうした演奏会の(１．

段を新聞で公表するだけではなく，iii奏会の利潤やlIIiiij者の利益まで公表している

ことも珍しい。リンドのiii奏会の値段が高かったのは，特にイギリスだけではなく

大陸でも他のllIiiiii者に比べて高かったようであることから，洲iでもいけるものでは
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なかったといわれているのであるが，無料llIiiiiiも行っている。

当時はポピュラー音楽とクラシック音楽の区別があったわけではなく，１９世紀

末になり１１J産階級が台頭し娯楽としてミュージックホールが人気を博しはじめてか

ら，ポピュラーな歌謡'''1の歌い手に人気がでて主としてカリカチュアの対象になっ

たりするが，それまではオペラ歌手が人気歌手だったのである。そのことから勘案

すると，ジェニー・リンドは初期のアイドル歌手といえるし，新聞記事にもアイド

ルという文字が見える。しかし３０歳のアイドルであるから，現在とはかなり異な

るだけではなく，オペラ歌手であるから当然ともいえよう。

当時の世界の首都としてのロンドンとは別に，産業革命をいち早く経験し栄えた

都Tljとして，リヴァプール，マンチェスター，バーミンガムなどが上げられる。リ

ンドはこれらの都市でiiii奏会にlIIiiiiしているのであるが，特にリヴァプールではオ

ペラも，また演奏会にも出極し，此処でのオラトリオのＡＩ【奏会には，当地の合唱|Ｔｌ

が参加し，その合１１卵lはイギリスでも屈指の合'''二|卜jlと紹介されている。さらにフィ

ルハーモニー協会と新しく出来たコンサート・ホールが紹介されている。当時とし

ては工業都市に新興ブルジョアジーの台頭で繁栄を見た都Tl7として，新しい演奏会

場を建立し，下層階級の楽しみの1つであったアマチュアの合唱団が結成され，オ

ラトリオ祭を行い，町の繁栄を支えていたことが判る。そしてジェニー・リンドが

アメリカへ１１１発するのもこのリヴアプールの港からであった。こうした演奏会の聴

衆が，入場券が高いにもかかわらず，何とかして出かけようとしていた肉体労働者

のいたことも記事から伺い知ることが出来たが，そうした情報も口コミによるもの

であろう。さらにその口コミは新ｌｉＩｌからの情州というよりは，ジェニー・リンドの

慈善活動を通してその名前が広がり，貧しい人たちへの貢献から，演奏会は知らな

くてもその名前を記した碑があったい病院の名前についていたりすれば，いやで

も知ることになるのではないだろうか。減奏家，オペラ歌手としてのジェニー・リ

ンドとしてではなく，慈善活動に熱心なオペラ歌手として，その名前が貧しい人た

ちにも広まったと考えられる。
フイランスロピスト

そして博愛主義者としての人格こそ，ジェニー・リンドを他の歌手との差異を'三Ⅱ

象付けており，それが人々の心を捉えたことについて，言及しないわけにはいかな

い。

追悼文は彼女が第一線から引退してからかなり時間が経過してから書かれている

ので，生前の活躍当時の記事とは異なりかなり冷iMIiに，リンドの欠点にも触れてい
あばたえくぼ

るが，生前の記事は「痘痕も憐」（|りな要素が)'１(きにしも非ずであった。しかし彼女
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イギリスの新llilはどのように人気歌手ＪｅｌｍｙＬｉＩｌ('（ジェニー・リンド）を報じたか

の歌１１月力は人並みであったか，斌技を取ったらそれほど優れたものではなかったと

いうことなのか，評Illiにはばらつきがあったようである。しかし声量は豊かであっ

たことは確実で，当|lｻﾞの記事は聴衆の反応を正直に伝えているように想われる。ｉｍ

白いことは，アメリカ遠征の記事から，当時のアメリカ人とイギリス人の間に，ラ

イヴァル意識があったかのような記述が見られたことである。リンドのアメリカで

の歓迎振りのほうが，イギリスでの歓送の仕方より豪華ですごいことを誇っている

からである。

そしてオペラ歌手が，民謡など（ジェニー・リンドの場合はスウェーデンの俗謡）

を歌うことに対して，アメリカでも多少批判する向きがあったようであるが，彼女

の歌った歌を，ヴィルトゥオーソがピアノの演奏会川パラフレーズにしまた彼女の

ために作品を書いている。Ｊ、シュトラウスルもリンドのためのワルツを作ＩＩｌ１し

ている。さらにオペラ歌手がポピュラーな歌を歌うことは２０世紀末の３大テナー

のコンサートを思わせるものがある。当時やっとクラシック音楽という概念が使わ

れだした時代であったように，クラシックとポピュラーの区別は，現在とはかなり

異なっていたことは事実である。

ジェニー・リンドがロンドンに初登場するきっかけに，裁判沙汰があり，その経

過が前述のように逐一報道されたことが，スキャンダルとして，彼女の名前を広め

る契機になったことは否めないようである。これも２１世紀になって，同じ様なこ

とが見られた。ロシアの若い女性のドゥオ「タトゥー」というグループが，来日し

ていながら舞台をキャンセルして話題を提供し，新聞種になったことは，彼女たち

の名前を売るきっかけにはなったかもしれないが，果たしてそれが彼女たちの名声

につながり，以前より人気が出たことになったかどうかは，はなはだ疑問である。

時代が異なるだけではなく，人気>稼業のあり方も異なり，アイドル歌手の数がかく

も多い時代では，スキャンダルでも「またか」というに過ぎないのではないだろう

か。

このジェニー・リンドの短いが急激な人気とアイドル歌手の誕生を見ていると，

現在の人気歌手，またアイドル歌手の誕生の発端が，すでに見られたように思う。

数こそ異なるが，アイドル・ブランドというか，アイドル・グッズが作られ，売ら

れて人気を博していたのである。やはりこのような現象は，身分の差を越えて，入

場券を払えばいける減奏会が公|汁1されるようになったことと，そうした演奏会を満

員にするだけの中産階級が都市に盗場し，余暇を楽しむことが出来るようになった

消費社会が，都会をＩＩＪ心に形成されていたことを物語っているのではないだろうか。
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現在は演奏会の数も多く，またアイドルも余りにも数が多すぎ，いかに淘汰してい

くかが問題になっているように思う。それが「Tatoo」と「リンド」との違いであ

ろう。

またマネージャーという職業がクローズアップされ，演奏家のキャンセルにより

受ける損害を補うための保険が生まれたことが報道されている。それ以前にあった

かどうか不明であるが，ジェニー・リンドが初めて適応された例ではないだろうか。

ともかく，イギリスの保険会社が始めて設置した保険であるといわれている。

「タイムズ」が述べているように，個人の行動を詳細に追い，報道することが新

しく出現したジャーナリズムのあり方であるとすれば，ジェニー・リンドの報道が

後のジャーナリズムの先駆となったともいえよう。

こうした報道は「イラスト新聞」が述べているように，日常生活の倦怠から逃れ

る非日常性への渇望の対象として格好の対象であったことは確かであろう。さらに

中産階級が台頭し都市に集まり，高等教育を受ける機会も人数も増大したことが，

新聞の部数を増やしていた時代でもあった。リヴァプールやマンチェスターでいち

早く産業革命を経験したイギリスで労働運動が起こり，労働者階級にとっても息抜

きの憧れの存在になったと思われる。

注

1）ロンドンのtheNationalPol､traitGallcryに展示されている最もポピュラーなもの

はEduardMagllusのものである。（前号（１）のlXll参照）

2）グルックとピッチーニの論争は１８M1紀フランス革命前のパリで，オーストリアでグ

ルックの音楽の弟子であったマリー・アントワネットがグルックを招き，オペラを上演

することになったのであるが，パリはブフォン論争の最中で，同じ台本で，両者にオペ

ラを作らせ，どちらが良いか競い合わせたことを言う。（ピッチーニ≠プッチーニ）

3）９月１日にＮｅｗＹｏｒｋに到着した際の情景は，その情景を目撃した人物の証言とし

て「LadiesHomeJournal」の1896年１１月号に載ったものは)''１箸『１９世紀ジェニー・

リンドというスーパースターがいた』ｐ、２０と注３９参照。

4）ダゲッレオタイプの写真は当時の著名人を多くモデルにしているので，バーナムやリ

ンドのものがある。ニューヨーク・タイムスの2000年１月２３日に記載された写真が現

存しているものである。Chl､yslel･MuseumofArt，Norfolk,Virginia所蔵。当時は

大変高価なものであったために，被写体の人物は限定されていた。

5）2002年ロンドンのコヴヱント・ガーデンで上演された。また日本でも琵琶湖ホール

で上演されているが，めったに上演されない作,Ａｌ,であることは確かである。日本のオペ
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イギリスの新聞はどのように人気歌手化nllyLiIld（ジェニー・リンド）を報じたか

ラ作品解説書にはヴェルディがスランプ状態のｌＷに作lll1した作品のために評価されない，

といった類の解説が書かれているが，それは'１１|迎いで，急いで台本を作らせたために'111

題があったと解釈したほうが適切であろう。

6）ＦＡＺ（Frankful､tcl､AIIgcmcillc九itung）１９８７年１１)二]３日死後百年祭の記二ｌｉｏ

７）例外として，イギリスにおけるLouisJullicn（1812～1860）がいる。勿論ジャーナ

リズムにフランツ・リストなども(洲するが，作1111家で指揮者として人気のあった，イ

ギリスにおけるダンスミュージックやプロムナード・コンサートを確立し，名を馳せた

スイス生まれの音楽家である。ヴィーンのＪ・シュトラウスＪ１.．（1825～1899)，パリの

フィリップ・ムザールPhilil)])oMusal､(Ｉ（1793～1859）と並んで，ショウマンシップ

を発揮して人気を'1W[しイギリスとアメリカでiilliW11した。「パンチ｣，その次に「イラスト

レイテッド・ロンドン・ニュース」には良くl1liかれた人物である。
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